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地
域
が
保
有
し
て
い
る
多
様
な

文
化
遺
産
を
失
わ
れ
る
前
に
発

見
・
保
護
し
、
そ
の
意
義
を
学
問

的
に
評
価
し
、
得
ら
れ
た
成
果
を

広
く
共
有
す
る
。

そ
し
て
地
域
が
長
い
時
間
を
か

け
て
培
っ
て
き
た
文
化
の
重
要
性

を
再
発
見
す
る
機
会
や
交
流
の
場

所
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
と
し
て
機
能
し
て
い
く
環
境
を

整
え
る
。

ニ
ワ
里
ね
っ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
「
文
化
遺

産
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

1

活動記録
平成26年度

文
化
遺
産
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り



ニワ里
自主事業
散策やワークショップ等、地域の文化
遺産を活用した楽しい事業を展開。
「文化遺産カード事業」も平成 22 年
度より継続して実施しています。

■　栗栖プロジェクト『縄文時代の衣　アンギンを学ぼう』

■　犬山たびモニターツアー

■　歩こう！犬山木曽街道
　～善師野から前原、朝日へ～
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文
化
遺
産
カ
ー
ド
事
業

本
年
度
、
大
垣
市
教
育
委
員
会
の
委
託

を
受
け
、
新
た
に
8
種
類
の
カ
ー
ド
が
文

化
遺
産
カ
ー
ド
の
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
文
化
遺
産
カ
ー
ド
は
合
計

110
種
類

と
な
り
ま
し
た
。

散
策
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

6
月
に
行
わ
れ
た
『
犬
山
た
び
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
』
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
を
使
い
、
栗
栖
周
辺
を
散
策
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
散
策
の
ス
タ

イ
ル
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

ま
た
、「
犬
山
市
政
60
周
年
記
念
事
業

ろ
く
ま
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
助
成
を
受
け
、

『
歩
こ
う
！
犬
山
木
曽
街
道
～
善
師
野
か

ら
前
原
、朝
日
へ
～
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

栗
栖
地
区
に
お
け
る
文
化
遺
産
普
及
啓

発
事
業
。
本
年
度
は
栗
栖
小
学
校
で
、
縄

文
時
代
の
衣
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。
縄
文
時
代
に
使
わ
れ
て

い
た
「
ア
ン
ギ
ン
」
と
い
う
布
を
製
作
し
、

縄
文
時
代
の
生
活
の
知
恵
を
体
感
し
ま
し

た
。



犬山街プロジェクト
文化遺産を活かした
地域活性化事業
平成 24 年度より行ってきた犬山街プ
ロジェクトの集大成として、悉皆調査
成果をまとめた『犬山たび』を刊行。

■　歴史座of犬山街プロジェクト

■　いぬやま地域学芸員養成塾（犬山城下町内にて）

3

文
化
遺
産
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
犬
山
た
び
』
刊
行

平
成
24
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
犬
山
市

内
の
悉
皆
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
犬
山

た
び
』
を
編
集
・
刊
行
し
ま
し
た
。
市
内
全

7
地
区
に
眠
る
様
々
な
文
化
遺
産
を
紹
介
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
冊
子
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、

市
内
各
施
設
に
も
配
布
す
る
予
定
で
す
。

歴
史
座
of
犬
山
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

犬
山
の
新
た
な
魅
力
を
紹
介
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
『
眠
れ
る
文
化
遺
産
か
ら
見
え
て
く

る　
犬
山
、
新
・
魅
・
力
！
～
3
年
間
の
街

プ
ロ
の
キ
セ
キ
～
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
特

別
講
演
に
は
金
城
学
院
大
学
の
森
勇
一
先
生

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
2
部
の
ニ

ワ
里
ね
っ
と
会
員
ら
に
よ
る
劇
場
型
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
大
好
評
で
し
た
。

い
ぬ
や
ま
地
域
学
芸
員
養
成
塾

『
い
ぬ
や
ま
地
域
学
芸
員
』
を
養
成
す
る

講
習
会
（
全
12
講
座
）
を
開
催
し
、
熱
心
な

受
講
生
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
犬
山
の
文
化

遺
産
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
本
年
度
は
受

講
生
20
名
全
員
が
修
了
い
た
し
ま
し
た
。



青塚古墳史跡公園
活用・管理業務

犬山市からの委託を受け、青塚古墳史
跡公園の管理業務を行っています。美
しい古墳を守るため、日々、美化活動・
普及活動に努めています。

■ 邇波史楽座

■ 校外学習の様子

■ 青塚古墳を守る会
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青
塚
古
墳
史
跡
公
園
活
用
・
管
理
業
務

ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
、
犬
山
市
よ
り
委
託
を
受
け
て
青
塚
古

墳
史
跡
公
園
の
活
用
・
管
理
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
来
館

者
数
1 

4
．
2
4
3
名
、
学
校
見
学
数

17
校
で
、
昨
年
度
よ
り
多
く
の
方
に
ご
見

学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
塚
古
墳
で
の
イ
ベ
ン
ト

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
企
画
展
は
、
犬
山
街

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
調
査
し
た
犬
山
の
文

化
遺
産
を
写
真
や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
犬
山
の
文
化
遺
産
を
通

史
的
に
学
ぶ
ま
ほ
ら
講
座
で
は
、
の
べ

1
0
7
名
も
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

墳
丘
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
『
青

塚
古
墳
を
守
る
会
』
で
は
、
地
域
の
皆
様

を
中
心
に
の
べ
92
名
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
と
も
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、『
邇
波
史
楽
座
』
や
『
ニ
ワ
里

カ
レ
ッ
ジ
』、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

自
主
事
業
も
青
塚
古
墳
で
開
催
し
、
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。



西尾市
詳細分布調査
昨年度に引き続き、西尾市教育委
員会からの委託を受け、旧一色町
および旧西尾市域で詳細遺跡分布
調査を行いました。

■ 1.2    文化遺産！発見ウォーク 佐久島編 　
■ 3.4    歴史座 　海の街、一色の文化遺産

■　詳細分布調査の様子

2

1

3

4

5

本
年
度
、
西
尾
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
旧

一
色
町
お
よ
び
旧
西
尾
市
域
3 

9
．
4
㎢
の

分
布
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
の
旧
幡

豆
町
域
で
行
っ
た
調
査
の
継
続
事
業
で
す
。

本
年
度
は
、
一
色
町
内
お
よ
び
南
部
海

上
に
位
置
す
る
「
佐
久
島
」
に
て
、
ニ
ワ
里

ね
っ
と
の
ス
タ
ッ
フ
で
分
布
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
調
査
で
は
、
既
存
の
遺
跡
を
歩
き
遺

跡
の
現
在
の
状
況
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
加

え
、
今
ま
で
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
多
く
の
場
所
で
も
、
新
た
に
遺
物
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
佐
久
島
の

調
査
で
は
、
今
ま
で
ノ
ー
マ
ー
ク
で
あ
っ
た

島
の
北
東
部
で
、
多
く
の
遺
物
を
拾
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
平
成
27
年
2
月
に

行
っ
た
『
文
化
遺
産
！
発
見
ウ
ォ
ー
ク 

佐

久
島
編
』
お
よ
び
3
月
に
開
催
し
た
『
歴
史

座　
海
の
街
、
一
色
の
文
化
遺
産
』
で
一
般

公
開
し
ま
し
た
。
特
に
、『
歴
史
座
』
で
は
、

会
場
と
な
っ
た
岩
瀬
文
庫
の
研
修
ホ
ー
ル
が

満
員
に
な
る
ほ
ど
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
質
問
も
多
く
飛
び
出

す
大
変
盛
況
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度

9
月
末
に
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
て
、
調
査

の
中
で
見
つ
け
た
一
色
の
『
文
化
遺
産
の
あ

る
風
景
』
の
写
真
展
を
行
う
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。



朝日遺跡
「まるまど貝塚の国」企画
愛知県清須市に存在する朝日遺跡、国
史跡「貝殻山貝塚」や朝日遺跡出土の
国指定重要文化財等を活用し、「朝日
遺跡等普及啓発事業」を実施。

■ワークショップ『朝日遺跡の模型をつくる』

■『まるまど貝塚の国』企画展
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「
ま
る
ま
ど
貝
塚
の
国
」
見
え
る
化
計
画

東
日
本
最
大
規
模
を
誇
る
弥
生
集
落
・

朝
日
遺
跡
の
学
術
的
価
値
や
文
化
遺
産
と

し
て
の
魅
力
な
ど
を
再
発
掘
し
て
、
県

民
・
地
元
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
カ
タ
チ

で
そ
の
魅
力
等
を
発
信
す
る
た
め
の
事
業

で
す
。
愛
知
県
教
育
委
員
会
と
協
業
で
企

画
・
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

■  

コ
ン
テ
ン
ツ
「
弥
生
た
び
」

朝
日
遺
跡
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
遺
跡
現
地

で
よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

A
R
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
）
を
開
発
い
た
し
ま
し
た
。

■
「
ま
る
ま
ど
貝
塚
の
国
」
企
画
展
と
講
演
会

企
画
展
『
弥
生
王
国
2
0
1
4　

ま

る
ま
ど
貝
塚
の
國　

あ
い
ち
の
原
風
景
が

観
え
て
く
る
』
及
び
「
講
演
会
」
を
愛
知

県
図
書
館
で
実
施
し
、
関
連
し
て
写
真
展

を
名
古
屋
市
域
を
中
心
と
し
て
数
カ
所
で

行
い
ま
し
た
。

■   

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
朝
日
遺
跡
の
模
型
を
つ
く
る
」

遺
跡
の
全
容
が
わ
か
る
よ
う
な
、
大
形

模
型
（
縮
尺
1
/
1
0
0
0
）
を
製
作

す
る
。
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
か
ら

参
加
者
を
募
り
、
皆
が
協
力
し
て
楽
し
い

模
型
が
で
き
あ
が
り
、
現
在
「
貝
殻
山
貝

塚
資
料
館
」
に
て
展
示
中
。



その他
協働・委託事業
養老町の歴史文化資源普及活動、東之宮
古墳普及啓発事業、尾張旭市普及啓発
事業、美濃加茂シンポジウム事業など

■　養老町の歴史文化資源普及活動
　   ワークショップ『キノコをつくろう！』

■　東之宮古墳シンポジウム
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養
老
町
の
歴
史
文
化
資
源
普
及
活
動

本
年
度
養
老
町
で
は
、
平
成
26
年
7
月

に
火
打
石
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
養
老
町
で

火
を
お
こ
そ
う
』、９
月
に
歴
史
講
座
『
元

正
・
聖
武
天
皇
の
養
老
行
幸
を
考
え
る
』、

10
月
に
文
化
遺
産
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
『
養
老

公
園
石
碑
め
ぐ
り
』、
平
成
27
年
2
月
に

は
『
キ
ノ
コ
を
つ
く
ろ
う
！
』
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

9
月
に
開
催
し
た
歴
史
講
座
の
講
師

は
、三
重
大
学
名
誉
教
授
の
山
中
章
先
生
。

『
元
正
・
聖
武
天
皇
の
養
老
行
幸
を
考
え

る　

～
養
老
美
泉
に
魅
せ
ら
れ
た
二
人
の

天
皇
～
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
満
員
の

会
場
の
中
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
演

後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山
中
先
生
と
、

養
老
町
の
学
芸
員
中
島
和
哉
さ
ん
、
ニ
ワ

里
ね
っ
と
の
赤
塚
理
事
長
の
3
人
が
、
熱

い
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
26
年
11
月
8
日
か
ら
9
日
の

間
に
は
、
養
老
町
ふ
る
さ
と
会
館
に
て
、

企
画
展『
養
老
町
の
遺
跡
紹
介
コ
ー
ナ
ー
』

を
開
催
。
養
老
町
に
存
在
す
る
魅
力
的
な

遺
跡
を
、
写
真
パ
ネ
ル
と
遺
物
を
使
っ
て

楽
し
く
紹
介
す
る
展
示
の
、
開
催
の
お
手

伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
協
働
・
委
託
事
業

犬
山
市
で
は
、
東
之
宮
普
及
啓
発
事
業

の
一
環
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
資
料
作
成
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

子
供
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
古
墳

消
し
ゴ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

尾
張
旭
市
で
は
、
長
坂
遺
跡
を
取
り
上

げ
た
企
画
展
を
開
催
、
現
在
も
尾
張
旭
市
ス

カ
イ
ワ
ー
ド
あ
さ
ひ
に
て
開
催
中
で
す
。

ま
た
、
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
1
月
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
、
開
催
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。



ニ ワ 里 ね っ と

青 塚 古 墳
管 理
史 跡

活 用

西 尾 市

歴 史 文 化 資 源

朝 日 遺 跡
ま る ま ど 企 画

そ の 他
委 託 事 業

犬 山 街
プ ロ ジ ェ ク ト

活 動 年 表 20 14

自 主 事 業

公 園

細 分 布 調 査詳

養 老 町

25　ニワ里総会
① 記念講演『東大寺大仏さま散
策マップをめぐって』　② 深澤
芳樹氏（（独）奈良文化財研究所）
③ 10:30ｰ　④ 犬山ローレライ麦
酒館　⑤70 名　

17　邇波史楽座
① 『大王様とピーヒャラドンドン』
③ 10:00ｰ12:00　④ 青塚古墳史跡
公園　⑤ 1,176 名

01　犬山たびモニターツアー
① 『モモ次郎と行く「犬山たび」栗
栖編』　③ 10:00ｰ12:00　④ 犬山市
栗栖地区　⑤25 名

16　青塚古墳を守る会
①『青塚古墳を守る会』　③7:30
ｰ9:30　④ 青塚古墳史跡公園　
⑤ 45 名

28　ワークショップ
① 『朝日遺跡の模型を作ろう』
② 富田 崇氏　③ 10:00-12:00
④清洲貝殻山貝塚資料館
⑤ のべ 30 名

11-9.20　企画展示　
① 『朝日遺跡』　② 写真：中
野耕司氏　④ 愛知県図書館

26　ワークショップ
① 『朝日遺跡の模型を作ろう』
② 富田 崇氏　③ 10:00-12:00
④ 清洲貝殻山貝塚資料館　
⑤ のべ 30 名

20　ワークショップ
① 『朝日遺跡の模型を作ろう』　
② 富田 崇氏　③ 10:00-12:00　
④ 清洲貝殻山貝塚資料館　
⑤ のべ 30 名

06　ワークショップ
① 『昆虫化石を探そう』　
② 奥野絵美氏（ニワ里ねっと）
③ 13:00-15:00　④ 清洲貝殻
山貝塚資料館　⑤ 13 名

10　公開講座
① 『弥生王国 2014　まるまど貝塚の國　あいちの原風景が観
えてくる』　② 石黒立人氏（愛知県埋蔵文化財センター）、永
井宏幸氏（同左）、金川千早氏（ナカシャクリエイテブ株式会
社）、赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③ 13:00-16:00　④ 愛知県
図書館　⑤ 70 名

20　史跡散策
① 『弥生たび　まるまど貝塚の國・朝
日遺跡』　③ 13:00-15:00　④ 清洲貝
殻山貝塚資料館　⑤ 16 名

02　養老町歴史ワークショップ
① 『養老石で火をおこそう』　②水野
裕之氏（名古屋市教育委員会）　
③ 9:00-12:00　④ ふれあいセンター
養老　⑤ 46 名

13　養老町歴史講座
① 『元正・聖武天皇の養老行幸を考え
る』　② 山中 章氏（三重大学）、赤塚
次郎氏（ニワ里ねっと）、中島和哉氏（養
老町教育委員会）③ 9:30-11:30　④ 山
口会館　⑤ 50 名

12-24　幡豆写真展
① 『幡豆調査記録　幡豆の文化遺産写
真展　by ニワ里遺跡調査隊』　
② 写真 : 中野耕司氏　④ 岩瀬文庫　

19　幡豆散策
① 『海の街、西尾市幡豆散策　東幡
豆町編』　② 伴野義広氏（西尾市幡
豆歴史民俗資料館）　③ 9:00ｰ12:15
④ 東幡豆町　⑤ 17 名

16　青塚古墳を守る会
①『青塚古墳を守る会』　③ 7:30ｰ9:30
④ 青塚古墳史跡公園　⑤ 47 名

31　青塚こども教室
① 『あおつか調査団　古墳の大き
さを体感せよ』　② 西松賢一郎氏

（大口町歴史民俗資料館）　
③ 10:00ｰ12:00　④ 青塚古墳ガ
イダンス施設　⑤ 13 名

07　青塚こども教室
① 『縄文時代の布、アンギ
ンにチャレンジ！』　② 名
和奈美氏　③10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施
設　⑤ 17 名

17　メンテナンスセミナー
① 『充填剤を学ぶ』　② 岩月真由
子氏（岩月文化財保存修復研究所
土器部）　③ 10:00-16:00　④ 青
塚古墳ガイダンス施設　⑤ 13 名

18　まほら講座
① 『栗栖地域の縄文時代』　
② 纐纈 茂氏（名古屋市教育委員
会）③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳
ガイダンス施設　⑤ 28 名

1　まほら講座
① 『犬山の古墳時代』　② 赤塚次郎氏

（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00 
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 28 名

17　まほら講座
① 『犬山城下町と犬山祭』　② 長谷
川良夫氏（NPO 法人犬山城下町を
守る会）　③ 13:00-15:00　④ 青塚
古墳ガイダンス施設　⑤ 24 名

21　まほら講座
① 『犬山と木曽川』　② 白水 正氏（犬
山城白帝文庫）　③10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 27 名

22　ニワ里カレッジ
① 『チベットの地理と風水 その１』　
② 坂野俊哉氏　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 22 名

17　ニワ里カレッジ
① 『チベットの地理と風水 その２』　
② 坂野俊哉氏　③ 10:00-12:00　
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 25 名

19　ニワ里カレッジ
① 『名古屋城の礎 - 幡豆の矢穴石 -』
② 伴野義広氏（西尾市幡豆歴史民
俗資料館）　③ 10:00-12:00　④ 青
塚古墳ガイダンス施設　⑤ 13 名

７　ニワ里カレッジ
① 『犬山城下町文化学 no.03- 粘土こね
こね、自分だけの犬山焼を作ろうｰ』　
② 尾関立志氏（犬山焼本窯元 7 代尾関
作十郎）、尾関佳子氏　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 14 名

24　栗栖プロジェクト
① 『縄文時代の衣　アンギンを
学ぼう！ (1)』　② 名和奈美氏
③ 9:00-11:00　④ 栗栖小学校　

16　栗栖プロジェクト
① 『縄文時代の衣　アンギンを学
ぼう！ (2)』　② 名和奈美氏
③ 13:55-15:30④ 栗栖小学校　

19　地域学芸員養成塾
① 『犬山の歴史概要』　② 赤塚
次郎氏（ニワ里ねっと）　
③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳
ガイダンス施設　⑤ 30 名

26　地域学芸員養成塾
① 『木曽川と公園化計画の歴
史と文化』　② 可児光生氏（美
濃加茂市民ミュージアム）　
③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳
ガイダンス施設　⑤ 30 名

15　地域学芸員養成塾
① 『犬山の自然』　② 森 勇一氏（金
城学院大学）　③10:00-12:00　
④青塚古墳ガイダンス施設　⑤30 名

17　地域学芸員養成塾
① 『伝統的建造物・犬山城下町』
② 長谷川良夫氏（NPO 法人犬山
城下町を守る会）　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　
⑤ 30 名

20　地域学芸員養成塾
① 『羽黒城と伝承・物語』　② 川島誠次
氏（犬山市歴史まちづくり課）、広瀬ま
り氏　③ 10:00-12:00　
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 30 名

21　地域学芸員養成塾
① 『入鹿池の文化遺産』　② 小嶋 毅氏

（犬山歴史研究会）　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 30 名

19　地域学芸員養成塾
① 『小牧長久手の戦いと文化遺産』
② 小野友記子氏（小牧市教育委員
会）　③ 10:00-12:00　④ 青塚古
墳ガイダンス施設　⑤ 30 名

15　地域学芸員養成塾
① 『青塚古墳と犬山の古代』　
② 赤塚次郎氏（ニワ里ねっと）
③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳ガイ
ダンス施設　⑤ 30 名

16　地域学芸員養成塾
① 『実習報告会』　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　
⑤ 30 名

犬山たび冊子刊行
犬山市域の文化遺産を紹介
するパンフレット・全 7 巻

西尾市詳細分布調査

18　養老町文化遺産ウォーキング
① 『養老公園石碑巡り』　② 中島和哉氏

（養老町教育委員会）　③ 9:00-12:00　
④養老公園周辺　⑤ 17 名

23　歴史座 of 犬山街プロジェクト
① 『眠れる文化遺産が見えてくる…犬山、
新・魅・力！！～ 3 年間の街プロのキセ
キ～』　② 特別講演：森 勇一氏（金城学
院大学）　③ 10:30-15:30　④ 犬山国際観
光センターフロイデ　⑤ 75 名

08　歴史座
① 『海の街、一色の文化遺産』　
② 赤塚次郎氏（愛知県埋蔵文化
財センター）　③ 13:00-16:00　
④ 岩瀬文庫⑤ 46 名

11　文化遺産！発見ウォーク
① 『文化遺産！発見ウォーク　佐久島
編』　② 西松 賢一郎氏（大口町歴史民
俗資料館）　③ 10:00-12:20　④ 西尾
市佐久島　⑤ 25 名

21 きのこ栽培ワークショップ
① 『キノコをつくろう！』　② 津田 
格氏（岐阜県立森林文化アカデ
ミー）、中島和哉氏（養老町教育委
員会）③ 9:00-12:00　④ ふれあい
センター養老　⑤ 17 名

16　あつまれいぬやまっこ（犬山市）参加
① 東之宮古墳普及啓発のためのワーク
ショップ　③ 10:00-15:00　④ 犬山市南部
公民館

16　シンポジウム（犬山市）
① 『史跡東之宮古墳シンポジウム』での
補助業務　② 記念講演：白石太一郎氏
( 国立歴史民俗博物館名誉教授）　
③ 10:30-15:30　④ 犬山国際観光セン
ターフロイデ　⑤ 250 名

23ｰH28.1.31　企画展（尾張旭市）
① 『2000 年弥生ムラ 最古の集落遺跡』
④ 尾張旭市スカイワードあさひ　

31　ミュージアムフォーラム
（美濃加茂市）

① 『文化遺産と市民ｰその関わり合い
を考える 2015』での補助業務 　
③ 13:00-15:30　④ 美濃加茂市民
ミュージアム　⑤ 44 名

14　公開セミナー参加
① 『歴史的遺産・景観文化と
南アジア・東南アジアの現在』
奥野絵美氏（ニワ里ねっと）
が発表　③ 14:00ｰ　④ 同志
社大学　

19、20　考古学セミナー参加
① 『あいちの考古学 2014』ポスター
セッション「朝日遺跡写真展」を実施
　②写真：中野耕司氏　④ 名古屋市
博物館　

まるまど冊子刊行

21　ろくまるチャレンジ
①『歩こう！犬山木曽街道～
善師野から前原、朝日へ～』
② 小嶋 毅氏（犬山歴史研究
会）　③ 9:00-12:30　④ 善師
野周辺　⑤ 20 名

07-12/07　企画展
① 『犬山街プロジェクトの軌跡ｰ犬
山の文化遺産』　④ 青塚古墳ガイダ
ンス施設　

犬山市
文化遺産活用活性化事業

朝日遺跡等
普及啓発支援事業関連

08　朝日銅鐸物語
　　～埋められた謎の祭器

【年間入館者数】

　  14.243 名　

東之宮古墳普及啓発パンフレット作成

普 及 活 動

日時　イベント名
① 『講演名、イベントタイトル』
② 講師名
③ 開催時間　④ 開催場所　
⑤ 参加者数　

６月５月４月 ７月 ８月 ９月 12月11 月10 月 １月 ２月 ３月
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自 主 事 業

公 園

細 分 布 調 査詳

養 老 町

25　ニワ里総会
① 記念講演『東大寺大仏さま散
策マップをめぐって』　② 深澤
芳樹氏（（独）奈良文化財研究所）
③ 10:30ｰ　④ 犬山ローレライ麦
酒館　⑤70 名　

17　邇波史楽座
① 『大王様とピーヒャラドンドン』
③ 10:00ｰ12:00　④ 青塚古墳史跡
公園　⑤ 1,176 名

01　犬山たびモニターツアー
① 『モモ次郎と行く「犬山たび」栗
栖編』　③ 10:00ｰ12:00　④ 犬山市
栗栖地区　⑤25 名

16　青塚古墳を守る会
①『青塚古墳を守る会』　③7:30
ｰ9:30　④ 青塚古墳史跡公園　
⑤ 45 名

28　ワークショップ
① 『朝日遺跡の模型を作ろう』
② 富田 崇氏　③ 10:00-12:00
④清洲貝殻山貝塚資料館
⑤ のべ 30 名

11-9.20　企画展示　
① 『朝日遺跡』　② 写真：中
野耕司氏　④ 愛知県図書館

26　ワークショップ
① 『朝日遺跡の模型を作ろう』
② 富田 崇氏　③ 10:00-12:00
④ 清洲貝殻山貝塚資料館　
⑤ のべ 30 名

20　ワークショップ
① 『朝日遺跡の模型を作ろう』　
② 富田 崇氏　③ 10:00-12:00　
④ 清洲貝殻山貝塚資料館　
⑤ のべ 30 名

06　ワークショップ
① 『昆虫化石を探そう』　
② 奥野絵美氏（ニワ里ねっと）
③ 13:00-15:00　④ 清洲貝殻
山貝塚資料館　⑤ 13 名

10　公開講座
① 『弥生王国 2014　まるまど貝塚の國　あいちの原風景が観
えてくる』　② 石黒立人氏（愛知県埋蔵文化財センター）、永
井宏幸氏（同左）、金川千早氏（ナカシャクリエイテブ株式会
社）、赤塚次郎（ニワ里ねっと）　③ 13:00-16:00　④ 愛知県
図書館　⑤ 70 名

20　史跡散策
① 『弥生たび　まるまど貝塚の國・朝
日遺跡』　③ 13:00-15:00　④ 清洲貝
殻山貝塚資料館　⑤ 16 名

02　養老町歴史ワークショップ
① 『養老石で火をおこそう』　②水野
裕之氏（名古屋市教育委員会）　
③ 9:00-12:00　④ ふれあいセンター
養老　⑤ 46 名

13　養老町歴史講座
① 『元正・聖武天皇の養老行幸を考え
る』　② 山中 章氏（三重大学）、赤塚
次郎氏（ニワ里ねっと）、中島和哉氏（養
老町教育委員会）③ 9:30-11:30　④ 山
口会館　⑤ 50 名

12-24　幡豆写真展
① 『幡豆調査記録　幡豆の文化遺産写
真展　by ニワ里遺跡調査隊』　
② 写真 : 中野耕司氏　④ 岩瀬文庫　

19　幡豆散策
① 『海の街、西尾市幡豆散策　東幡
豆町編』　② 伴野義広氏（西尾市幡
豆歴史民俗資料館）　③ 9:00ｰ12:15
④ 東幡豆町　⑤ 17 名

16　青塚古墳を守る会
①『青塚古墳を守る会』　③ 7:30ｰ9:30
④ 青塚古墳史跡公園　⑤ 47 名

31　青塚こども教室
① 『あおつか調査団　古墳の大き
さを体感せよ』　② 西松賢一郎氏

（大口町歴史民俗資料館）　
③ 10:00ｰ12:00　④ 青塚古墳ガ
イダンス施設　⑤ 13 名

07　青塚こども教室
① 『縄文時代の布、アンギ
ンにチャレンジ！』　② 名
和奈美氏　③10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施
設　⑤ 17 名

17　メンテナンスセミナー
① 『充填剤を学ぶ』　② 岩月真由
子氏（岩月文化財保存修復研究所
土器部）　③ 10:00-16:00　④ 青
塚古墳ガイダンス施設　⑤ 13 名

18　まほら講座
① 『栗栖地域の縄文時代』　
② 纐纈 茂氏（名古屋市教育委員
会）③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳
ガイダンス施設　⑤ 28 名

1　まほら講座
① 『犬山の古墳時代』　② 赤塚次郎氏

（ニワ里ねっと）　③10:00-12:00 
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 28 名

17　まほら講座
① 『犬山城下町と犬山祭』　② 長谷
川良夫氏（NPO 法人犬山城下町を
守る会）　③ 13:00-15:00　④ 青塚
古墳ガイダンス施設　⑤ 24 名

21　まほら講座
① 『犬山と木曽川』　② 白水 正氏（犬
山城白帝文庫）　③10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 27 名

22　ニワ里カレッジ
① 『チベットの地理と風水 その１』　
② 坂野俊哉氏　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 22 名

17　ニワ里カレッジ
① 『チベットの地理と風水 その２』　
② 坂野俊哉氏　③ 10:00-12:00　
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 25 名

19　ニワ里カレッジ
① 『名古屋城の礎 - 幡豆の矢穴石 -』
② 伴野義広氏（西尾市幡豆歴史民
俗資料館）　③ 10:00-12:00　④ 青
塚古墳ガイダンス施設　⑤ 13 名

７　ニワ里カレッジ
① 『犬山城下町文化学 no.03- 粘土こね
こね、自分だけの犬山焼を作ろうｰ』　
② 尾関立志氏（犬山焼本窯元 7 代尾関
作十郎）、尾関佳子氏　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 14 名

24　栗栖プロジェクト
① 『縄文時代の衣　アンギンを
学ぼう！ (1)』　② 名和奈美氏
③ 9:00-11:00　④ 栗栖小学校　

16　栗栖プロジェクト
① 『縄文時代の衣　アンギンを学
ぼう！ (2)』　② 名和奈美氏
③ 13:55-15:30④ 栗栖小学校　

19　地域学芸員養成塾
① 『犬山の歴史概要』　② 赤塚
次郎氏（ニワ里ねっと）　
③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳
ガイダンス施設　⑤ 30 名

26　地域学芸員養成塾
① 『木曽川と公園化計画の歴
史と文化』　② 可児光生氏（美
濃加茂市民ミュージアム）　
③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳
ガイダンス施設　⑤ 30 名

15　地域学芸員養成塾
① 『犬山の自然』　② 森 勇一氏（金
城学院大学）　③10:00-12:00　
④青塚古墳ガイダンス施設　⑤30 名

17　地域学芸員養成塾
① 『伝統的建造物・犬山城下町』
② 長谷川良夫氏（NPO 法人犬山
城下町を守る会）　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　
⑤ 30 名

20　地域学芸員養成塾
① 『羽黒城と伝承・物語』　② 川島誠次
氏（犬山市歴史まちづくり課）、広瀬ま
り氏　③ 10:00-12:00　
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 30 名

21　地域学芸員養成塾
① 『入鹿池の文化遺産』　② 小嶋 毅氏

（犬山歴史研究会）　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　⑤ 30 名

19　地域学芸員養成塾
① 『小牧長久手の戦いと文化遺産』
② 小野友記子氏（小牧市教育委員
会）　③ 10:00-12:00　④ 青塚古
墳ガイダンス施設　⑤ 30 名

15　地域学芸員養成塾
① 『青塚古墳と犬山の古代』　
② 赤塚次郎氏（ニワ里ねっと）
③ 10:00-12:00　④ 青塚古墳ガイ
ダンス施設　⑤ 30 名

16　地域学芸員養成塾
① 『実習報告会』　③ 10:00-12:00
④ 青塚古墳ガイダンス施設　
⑤ 30 名

犬山たび冊子刊行
犬山市域の文化遺産を紹介
するパンフレット・全 7 巻

西尾市詳細分布調査

18　養老町文化遺産ウォーキング
① 『養老公園石碑巡り』　② 中島和哉氏

（養老町教育委員会）　③ 9:00-12:00　
④養老公園周辺　⑤ 17 名

23　歴史座 of 犬山街プロジェクト
① 『眠れる文化遺産が見えてくる…犬山、
新・魅・力！！～ 3 年間の街プロのキセ
キ～』　② 特別講演：森 勇一氏（金城学
院大学）　③ 10:30-15:30　④ 犬山国際観
光センターフロイデ　⑤ 75 名

08　歴史座
① 『海の街、一色の文化遺産』　
② 赤塚次郎氏（愛知県埋蔵文化
財センター）　③ 13:00-16:00　
④ 岩瀬文庫⑤ 46 名

11　文化遺産！発見ウォーク
① 『文化遺産！発見ウォーク　佐久島
編』　② 西松 賢一郎氏（大口町歴史民
俗資料館）　③ 10:00-12:20　④ 西尾
市佐久島　⑤ 25 名

21 きのこ栽培ワークショップ
① 『キノコをつくろう！』　② 津田 
格氏（岐阜県立森林文化アカデ
ミー）、中島和哉氏（養老町教育委
員会）③ 9:00-12:00　④ ふれあい
センター養老　⑤ 17 名

16　あつまれいぬやまっこ（犬山市）参加
① 東之宮古墳普及啓発のためのワーク
ショップ　③ 10:00-15:00　④ 犬山市南部
公民館

16　シンポジウム（犬山市）
① 『史跡東之宮古墳シンポジウム』での
補助業務　② 記念講演：白石太一郎氏
( 国立歴史民俗博物館名誉教授）　
③ 10:30-15:30　④ 犬山国際観光セン
ターフロイデ　⑤ 250 名

23ｰH28.1.31　企画展（尾張旭市）
① 『2000 年弥生ムラ 最古の集落遺跡』
④ 尾張旭市スカイワードあさひ　

31　ミュージアムフォーラム
（美濃加茂市）

① 『文化遺産と市民ｰその関わり合い
を考える 2015』での補助業務 　
③ 13:00-15:30　④ 美濃加茂市民
ミュージアム　⑤ 44 名

14　公開セミナー参加
① 『歴史的遺産・景観文化と
南アジア・東南アジアの現在』
奥野絵美氏（ニワ里ねっと）
が発表　③ 14:00ｰ　④ 同志
社大学　

19、20　考古学セミナー参加
① 『あいちの考古学 2014』ポスター
セッション「朝日遺跡写真展」を実施
　②写真：中野耕司氏　④ 名古屋市
博物館　

まるまど冊子刊行

21　ろくまるチャレンジ
①『歩こう！犬山木曽街道～
善師野から前原、朝日へ～』
② 小嶋 毅氏（犬山歴史研究
会）　③ 9:00-12:30　④ 善師
野周辺　⑤ 20 名

07-12/07　企画展
① 『犬山街プロジェクトの軌跡ｰ犬
山の文化遺産』　④ 青塚古墳ガイダ
ンス施設　

犬山市
文化遺産活用活性化事業

朝日遺跡等
普及啓発支援事業関連

08　朝日銅鐸物語
　　～埋められた謎の祭器

【年間入館者数】

　  14.243 名　

東之宮古墳普及啓発パンフレット作成

普 及 活 動

日時　イベント名
① 『講演名、イベントタイトル』
② 講師名
③ 開催時間　④ 開催場所　
⑤ 参加者数　

６月５月４月 ７月 ８月 ９月 12月11 月10 月 １月 ２月 ３月
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１
）
「
考
古
学
情
報
の
標
準
化
」
と
幻
想

僕
は
考
古
学
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

仕
事
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
に
も
長
年
た
ず

さ
わ
っ
て
き
た
。
だ
が
，
あ
る
き
っ
か
け

を
転
機
と
し
て
，
ふ
と
，
疑
問
を
い
だ
く

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
論
考
制
作
に
お

い
て
，
資
料
操
作
過
程
の
出
来
事
で
あ
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
考
古
学
デ
ー

タ
と
い
う
も
の
が
い
か
に
無
秩
序
な
集
合

体
で
あ
る
の
か
・
・
。
考
古
学
情
報
界
隈

で
の
集
ま
り
で
は
そ
れ
が
よ
り
鮮
明
に

な
っ
て
い
た
。
多
く
の
先
行
研
究
が
シ
ス

テ
ム
創
り
に
過
大
な
努
力
を
支
払
っ
て
き

た
が
，
一
つ
と
し
て
成
功
例
は
な
い
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
は

何
故
だ
。

長
い
歴
史
を
も
つ
，
い
わ
ゆ
る
「
考
古

学
演
習
」
は
，
ま
さ
に
多
様
で
あ
り
「
大

学
・
機
関
・
地
域
」
な
ど
に
よ
り
独
特
の

進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
良
い
意
味
で
は
多

様
で
面
白
い
。
一
方
で
統
一
性
に
欠
け
無

秩
序
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
，，
い
っ
て
み

れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に「
お
作
法
」が
あ
り
，「
習

わ
し
」
が
あ
る
か
ら
だ
。
実
は
，
そ
こ
に

「
標
準
化
」
を
阻
む
高
く
・
厚
い
壁
が
存

在
す
る
。
各
機
関
に
よ
る
独
自
の
進
化
と

閉
鎖
的
な
モ
ノ
の
考
え
方
。
考
古
学
が
総

合
的
「
科
学
」
と
し
て
進
化
で
き
な
い
根

幹
が
横
た
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。

長
い
間
「
考
古
学
情
報
の
標
準
化
」
を

訴
え
て
き
た
。
そ
の
基
本
は
，
た
だ
単
に

「
コ
ア
デ
ー
タ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
だ
け

を
目
指
し
，
そ
れ
を
共
有
し
，
実
施
し
た

い
。
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。
だ

が
，
そ
の
実
現
化
は
狭
義
の
内
に
あ
り
，

こ
と
ご
と
く
具
体
化
で
き
な
か
っ
た
。

今
日
的
な
状
況
は
，
も
は
や
デ
ジ
タ
ル

化
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
「
道
」
と
な
っ

て
い
る
。
だ
が
し
か
し
，
や
は
り
こ
こ
に

至
る
も
ま
だ
ま
だ
「
標
準
化
」
へ
の
し
た

た
か
な
抵
抗
が
現
存
す
る
。
と
て
も
面
白

い
。そ
こ
で
僕
は
，あ
る
時
期
か
ら
も
う
，，

す
べ
て
あ
き
ら
め
て
「
考
古
学
情
報
の
標

準
化
は
幻
想
で
あ
っ
た
」
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

２
）
文
化
資
源
・
遺
産
学
セ
ン
タ
ー
へ
の  

　
　

憧
憬

さ
て
，
皆
さ
ん
。
考
古
学
情
報
や
埋
蔵

文
化
財
情
報
は
，
本
来
何
の
た
め
に
あ
る

の
か
。
そ
し
て
そ
の
目
的
は
何
な
の
か
。

よ
く
言
わ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
は
こ
う
だ
。「
地

域
の
歴
史
を
解
明
す
る
事
」「
地
域
そ
の

も
の
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
事
」。
そ
う
で

も
あ
る
が
，
さ
ら
に
突
き
詰
め
て
行
く
必

要
が
あ
る
。
僕
は
以
下
の
一
言
に
収
斂
さ

れ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
究
極
的
に
は
「
街
づ
く
り
」
に

あ
る
，
と
考
え
た
い
。

多
く
の
奇
妙
な
歴
史
的
「
お
作
法
」
に

縛
ら
れ
た
現
在
の
考
古
学
業
界
。こ
の「
標

準
化
を
拒
む
壁
」
を
止
揚
す
る
た
め
の
方

策
と
し
て
，
地
域
の
「
街
づ
く
り
」
と
い

う
土
俵
に
身
を
委
ね
る
こ
と
を
提
案
し
た

い
。
そ
の
事
に
よ
っ
て
，
は
じ
め
て
，
い

や
，
素
直
に
地
域
の
「
財
」
と
受
け
止
め

ら
れ
る
事
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
雑
多

な
考
古
資
料
群
た
ち
が
，
生
活
の
貴
重
な

情
報
と
化
し
，
活
か
さ
れ
る
と
信
じ
た
い

の
で
あ
る
。

（
埋
蔵
）
文
化
財
研
究
は
，
主
に
遺
跡

な
ど
の
遺
物
・
遺
構
を
中
心
と
し
て
「
考

古
学
」
の
枠
内
で
研
究
・
分
析
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
過
程
で
，
よ
く
関
連
諸
科
学
と

の
連
携
を
謡
う
の
で
あ
る
が
，
そ
れ
は
あ

く
ま
で
考
古
学
的
な
土
俵
か
ら
の
視
点
や

評
価
の
つ
ま
み
食
い
で
し
か
な
い
。
い
ま

だ
に
そ
う
だ
と
思
う
。
社
会
科
学
系
や
自

然
科
学
系
の
学
問
を
交
え
た
新
し
い
総
合

科
学
的
な
視
座
を
目
指
す
も
，
し
か
し
そ

れ
も
縦
割
り
の
枠
組
み
を
打
破
で
き
ず
，

諸
学
の
寄
せ
集
め
的
で
あ
り
，
さ
ら
に
専

門
分
化
す
る
ほ
ど
に
，
か
え
っ
て
蛸
壺
化

現
象
に
陥
る
傾
向
が
強
い
。

文
化
遺
産
「
学
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ク
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

赤
塚 

次
郎
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で
は
文
化
資
源
・
遺
産
学
は
ど
う
な
の

か
。
数
年
前
か
ら
あ
る
ト
レ
ン
ド
に
な
り

つ
つ
あ
っ
た
が
，，。
新
し
い
学
問
を
目
指

す
と
い
う
志
向
性
が
誕
生
し
，
大
い
な
る

期
待
が
生
ま
れ
た
。
だ
が
そ
の
実
態
は
ま

だ
ま
だ
，
具
体
的
な
行
動
は
あ
く
ま
で
従

来
の
諸
学
の
「
井
の
中
」
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
た
く
な
る
。
や
は
り
，
そ

う
い
う
立
ち
位
置
で
は
な
く
，
ま
ず
も
っ

て
第
一
に
隔
離
さ
れ
た
教
室
か
ら
抜
け
出

す
事
。
そ
し
て
「
場
面
か
ら
特
定
の
モ
ノ

だ
け
を
取
り
出
し
」
比
較
研
究
す
る
事
を

止
め
，
多
様
な
文
化
遺
産
が
息
づ
く
現
実

の
地
域
社
会
そ
の
も
の
へ
溶
け
込
む
・
身

を
委
ね
，「
全
体
像
」「
総
体
」
を
見
極
め

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。「
そ
の
場

の
正
体
は
何
な
の
か
・・
」と
問
う
て
み
る
。

文
化
遺
産
を
文
化
資
源
と
し
て
現
実
に
ど

う
考
え
，
ど
う
捉
え
る
か
だ
。
具
体
的
な

生
活
の
場
，
そ
こ
に
深
く
沈
殿
し
た
歴
史

レ
イ
ヤ
ー
を
静
か
に
見
つ
め
な
が
ら
，
そ

の
場
で
し
か
な
い
，
近
未
来
の
志
向
性
を

多
様
な
手
法
（
学
問
）
と
多
様
な
人
材
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
，
見
つ
け
出

し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
文
化
遺

産
に
寄
り
添
う・住
ま
う「
学
」で
あ
り
た
い
。

3
）
文
化
遺
産
を
楽
し
む
た
め
の

　

「
N
P
O
セ
ク
タ
ー
」

我
々
の
諸
先
輩
た
ち
が
，
日
々
の
生
活

の
中
で
，
仕
事
や
家
庭
を
犠
牲
に
し
て
苦

心
惨
憺
「
発
掘
調
査
」
を
実
施
し
て
き
た

時
代
が
あ
っ
た
。
本
来
「
発
掘
調
査
」
を

担
っ
て
い
た
の
は
第
一
セ
ク
タ
ー
（
国
・

地
方
公
共
団
体
が
経
営
す
る
組
織
）
で
は

な
か
っ
た
は
ず
だ
。
む
し
ろ
市
民
の
自
主

的
な
活
動
部
隊
が
主
役
だ
っ
た
時
代
が
あ

る
。
民
間
の
私
企
業
（
第
二
セ
ク
タ
ー
）

が
本
格
的
に
参
入
し
た
の
は
近
年
で
あ

り
，
柔
軟
性
と
機
動
性
・
専
門
性
を
武
器

に
主
力
機
関
と
し
て
成
長
し
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。
ま
た
そ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
期

待
す
る
。
そ
し
て
「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
だ
。

も
と
も
と
第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
，

N
P
O
や
市
民
団
体
な
ど
の
非
営
利
団

体
を
指
す
の
で
あ
る
が
，
何
故
か
我
国
で

は
，
国
・
地
方
公
共
団
体
と
民
間
が
合
同

で
出
資
・
経
営
す
る
企
業
で
あ
る
場
合
が

一
般
的
な
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
今
一
度
，
市
民
側
に

寄
り
添
う
第
三
セ
ク
タ
ー
に
遺
跡
の
現
場

を
任
し
，
主
導
権
そ
の
も
の
を
取
り
戻
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

ず
は
「
第
三
セ
ク
タ
ー
」
か
ら
の
新
し

い
「
遺
跡
調
査
・
研
究
」
の
提
案
か
ら
は

じ
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
進
化

し
た
専
門
性
の
高
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
つ

N
P
O
セ
ク
タ
ー
の
存
在
は
欠
か
せ
な

い
。
実
績
を
背
負
っ
て
現
役
を
リ
タ
イ
ヤ

す
る
者
。
僕
も
そ
う
で
あ
る
。
考
え
よ
う
・

楽
し
も
う
で
は
な
い
か
・
・
・
。

地
域
の
歴
史
文
化
や
風
土
を
創
造
し
，

継
承
し
，
評
価
す
る
の
が
文
化
資
源
・
遺

産
学
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
す
れ
ば
，
そ
の

実
践
を
委
ね
る
の
は
地
域
社
会
に
溶
け
込

ん
だ
実
行
部
隊
で
あ
り
，
そ
こ
に
活
躍
す

る
組
織
は
，
N
P
O
セ
ク
タ
ー
が
中
核

と
な
る
。
そ
ん
な
夢
を
見
る
の
で
あ
る
。

行
政
・「
学
」
セ
ン
タ
ー
・
第
２
・
第
３

の
セ
ク
タ
ー
と
い
う
「
協
働
」
が
新
し
い

風
景
を
造
る
事
を
夢
見
た
い
。
そ
し
て
め

ざ
す
は
，
時
空
間
を
往
き
交
い
多
様
な
実

生
活
の
歴
史
を
受
け
止
め
楽
し
む
。
場
面

と
し
て
の
「
時
の
市
場
」
の
創
設
で
あ
る
。

（
本
内
容
は
，
金
沢
大
学
人
間
社
会
研

究
域
附
属　

国
際
文
化
資
源
学
研
究
セ
ン

タ
ー
第
８
回
文
化
資
源
学
セ
ミ
ナ
ー
で
の

発
表
要
旨
を
基
に
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
）
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ひ
ょ
う
し
ょ
う
【
表
象
】
「representation
」(

英)

、

「représentation

」
（
仏
）
の
翻
訳
語
。
一
般
的

に
①
も
の
の
「
再
現
」
や
「
再
・
現
前
」
、
②
「
代

行
」
・
「
代
表
」
、
③
舞
台
に
お
け
る
「
上
演
」
を

意
味
す
る
。（

小
林
２
０
０
６
を
一
部
改
変
し
て
抜
粋
）

本
稿
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ

と
移
り
変
わ
る
こ
ろ
に
み
ら
れ
た
、
あ
る

表
象
に
関
す
る
事
例
研
究
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

岐
阜
県
関
市
深
橋
前
遺
跡
は
、
濃
尾
平

野
を
南
流
す
る
長
良
川
中
流
左
岸
の
丘
陵

上
に
位
置
す
る
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
の
集
落
跡
で
あ
る
（
図
１
）。

本
稿
の
分
析
対
象
と
な
る
土
器
は
、
こ

の
丘
陵
の
斜
面
で
確
認
さ
れ
た
竪
穴
式
住

居
跡
（
Ｓ
Ｂ
Ｅ
０
６
）
か
ら
出
土
し
た
。

ひ
と
つ
は
、
報
告
書
で
は
２
１
０
３
と

し
て
報
告
さ
れ
た
小
型
の
土
器
で
あ
る
。

法
量
は
、
高
さ
１
７
．
４
㎝
、
最
大
幅

１
３
．
９
㎝
、
容
量
１
．
０
８
リ
ッ
ト
ル

を
測
る
（
図
２
、
図
４
‐
１
２
）。

形
態
の
特
徴
は
、
微
か
で
は
あ
る
が
受

口
状
の
有
段
を
表
現
し
た
口
縁
部
と
、
無

花
果
形
の
胴
部
。
そ
し
て
底
面
に
凹
み
を

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
立
可
能
な
小
さ

な
平
底
を
備
え
る
。

わ
ず
か
な
屈
曲
を
も
つ
受
口
状
の
口
縁

部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
振
幅
が
違
う
二
条
の

箆
描
き
波
状
文
を
持
つ
。
胴
部
に
は
、
最

大
径
部
に
箆
描
き
に
よ
る
横
走
直
線
文
。

そ
し
て
直
線
文
を
挟
ん
で
上
下
に
は
、
箆

描
き
の
斜
格
子
文
を
描
く
。

煮
炊
き
に
よ
る
煤
や
焦
げ
は
認
め
ら
れ

な
い
。
日
々
の
食
事
に
用
い
る
に
は
小
さ

な
容
量
と
、
通
常
火
に
く
べ
る
こ
と
の
な

い
土
器
に
使
わ
れ
る
緻
密
な
胎
土
は
、
製

作
当
初
か
ら
日
々
の
煮
炊
き
に
使
う
意
図

が
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

藤
根
久
ら
に
よ
る
胎
土
分
析
の
結
果
、

粘
土
の
産
地
は
深
橋
前
遺
跡
周
辺
で
は
な

く
、
美
濃
加
茂
‐
可
児
周
辺
域
（
瑞
浪
層

群
）
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
は

深
橋
前
遺
跡
か
ら
２
０
㎞
ほ
ど
南
東
の
、

美
濃
加
茂
盆
地
周
辺
に
相
当
す
る（
藤
根
・

今
村
２
０
０
３
）。

も
う
ひ
と
つ
は
、
２
１
０
２
と
報
告
さ

れ
た
Ｓ
字
状
口
縁
台
付
甕
（
以
下
、
Ｓ
字

甕
）
で
あ
る
（
図
２
、
図
４
‐
１
４
）。

法
量
は
、
最
大
幅
２
７
．
５
㎝
、
現
存

高
２
５
．
２
㎝
。
完
形
で
あ
れ
ば
高
さ
が

約
３
５
㎝
、
容
量
は
９
リ
ッ
ト
ル
を
超
え

る
大
型
の
煮
炊
き
具
で
あ
る
が
、
本
来
あ

る
べ
き
底
部
と
脚
台
を
欠
く
。

し
か
し
底
部
や
脚
台
を
欠
く
点
を
除
け

ば
、
表
面
や
形
態
の
特
徴
、
圧
倒
的
な
器

壁
の
薄
さ
は
、
濃
尾
平
野
で
見
る
Ｓ
字
甕

そ
の
も
の
で
あ
る
。
型
式
は
赤
塚
次
郎
の

分
類
に
よ
る
Ｓ
字
甕
Ａ
類
新
段
階
、
時
期

は
廻
間
Ⅰ
式
後
葉
（
赤
塚
１
９
９
０
）。

深
橋
前
遺
跡
が
位
置
す
る
関
市
周
辺
域
で

は
、
２
１
０
２
の
よ
う
な
古
相
の
Ｓ
字
甕

は
客
体
的
で
あ
る
（
吉
田
１
９
９
４
）。

２
１
０
２
の
胎
土
も
分
析
さ
れ
、
深
橋

前
遺
跡
周
辺
で
採
取
で
き
る
粘
土
と
同
じ

特
徴
を
持
つ
と
報
告
さ
れ
た
。
し
か
し
そ

の
胎
土
に
は
遺
跡
周
辺
で
は
産
出
し
な
い

重
鉱
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
深
橋
前
遺
跡

由
来
の
胎
土
の
典
型
例
か
ら
は
除
外
さ
れ

た
（
藤
根
ほ
か
前
掲
）。

な
お
、
２
１
０
２
に
は
煤
と
焦
げ
が
付

着
し
て
い
る
。
焦
げ
の
存
在
は
有
機
物
を

煮
た
こ
と
を
示
す
が
、
底
が
無
く
て
は
煮

炊
き
な
ど
出
来
な
い
。
脚
台
や
底
部
が
欠

あ
る
表
象
の
作
用  

―
岐
阜
県
深
橋
前
遺
跡
出
土
土
器
の
分
析
か
ら
―       

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

中
谷
正
和
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け
た
の
は
、
煮
炊
き
後
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
Ｓ
Ｂ
Ｅ
０
６
の
内
部
か
ら
は
、

焼
土
や
炭
化
材
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
焼
失
住
居
跡
で
あ
る
。
硬
く
踏
み

し
め
ら
れ
た
床
面
に
目
立
っ
た
焼
土
面
は

な
く
、
火
に
覆
わ
れ
て
い
た
時
間
は
そ
れ

ほ
ど
長
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

２
１
０
３
は
、
出
土
し
た
破
片
を
繋
ぎ

合
わ
せ
た
結
果
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
に
復
元

で
き
た
。
完
形
で
床
面
に
据
え
置
か
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
２
１
０
２
も
底
部
と
脚
台
以
外

は
、
ほ
ぼ
全
て
残
存
す
る
。
底
部
の
欠
け

た
部
分
は
平
ら
に
均
さ
れ
、
脚
台
を
欠
く

と
も
自
立
可
能
で
あ
る
。
こ
の
状
態
で
床

に
据
え
置
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ふ
た
つ
の
土
器
は
、
ほ
ぼ
同
じ
堆
積
土

層
か
ら
出
土
し
、
床
面
に
並
べ
て
据
え
置

か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
炭
化
材
の
下
敷
き

と
な
っ
て
い
た
（
図
７
）。

　
　
　
　
　

＊

縄
文
時
代
晩
期
の
突
帯
文
土
器
の
流
れ

を
汲
み
、
弥
生
時
代
前
期
の
遠
賀
川
系
土

器
の
波
及
以
降
も
、
そ
れ
と
の
関
連
を
保

ち
つ
つ
文
様
（
注
１
）
や
器
種
組
成
に
独
自

性
を
示
し
た
の
が
条
痕
文
系
土
器
で
あ
る
。

こ
の
土
器
系
統
は
東
海
地
方
を
中
心
に

広
い
地
域
で
確
認
で
き
、
伊
勢
湾
岸
を
中

心
と
す
る
濃
尾
平
野
低
地
部
（
以
下
、
低

地
部
）
で
は
、
凹
線
文
系
土
器
が
波
及
す

る
弥
生
時
代
中
期
末
に
姿
を
消
し
た
。

一
方
、
２
１
０
３
が
出
土
し
た
濃
尾
平

野
内
陸
部
（
以
下
、
内
陸
部
）
で
は
、
深

鉢
状
の
器
形
・
細
い
簾
状
工
具
に
よ
る
条

痕
・
口
縁
部
内
面
の
連
続
刺
突
・
底
部
外

面
の
布
目
圧
痕
を
持
つ
条
痕
文
系
土
器

が
、
古
墳
時
代
前
期
ま
で
製
作
さ
れ
続
け

た
（
石
黒
・
宮
腰
２
０
０
７
）。

内
陸
部
に
お
け
る
弥
生
時
代
後
期
か
ら

古
墳
時
代
前
期
の
土
器
組
成
は
、
こ
の
条

痕
文
系
土
器
に
加
え
、
低
地
部
に
由
来
す

る
山
中
式
・
廻
間
式
土
器
が
組
み
合
う
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
内
陸
部
か
ら
出
土
す
る
当
該
時

期
の
甕
は
、
単
純
化
す
る
と
次
の
よ
う
な

変
遷
を
た
ど
る
（
図
４
、
注
２
）。

【
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
初
頭 

】

・
条
痕
文
系
土
器
・
受
口
状
口
縁
甕
（
以
下
、　

受
口
甕
）
が
組
成
す
る
。

・
平
底
が
主
体
。

・
加
飾
（
口
縁
部
の
刻
み
・
肩
の
刺
突
と
ヨ
コ

ハ
ケ
）
が
定
着
。

【
古
墳
時
代
前
期
】

・
条
痕
文
系
土
器
・
受
口
甕
は
存
続
。

・
Ｓ
字
甕
Ａ
類
が
加
わ
る
。

・
平
底
が
残
存
す
る
。

・
条
痕
文
系
・
受
口
甕
の
無
文
化
。

実
の
と
こ
ろ
当
該
期
の
甕
の
個
体
差

は
、
同
時
期
の
低
地
部
に
比
べ
て
も
比
較

的
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
甕
の
型
式
変
化
も

現
状
で
は
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
土
器
変

遷
の
把
握
は
、
高
坏
の
型
式
変
化
に
頼
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。

さ
て
、
報
告
書
で
は
２
１
０
３
が
近
江

地
方
の
受
口
甕
に
影
響
を
受
け
た
土
器
と

結
論
さ
れ
た
。
理
由
は
特
に
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
次
の
特
徴
か
ら
総
合
的
に
判
断

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
受
口
状
の
口
縁
部
。
内
陸
部
伝
統
の

甕
は
口
縁
部
に
屈
曲
を
表
現
し
な
い
。
一

方
、
近
江
地
方
で
作
ら
れ
る
甕
は
、
受
口

状
の
口
縁
部
形
態
を
特
徴
と
す
る
。

②
濃
尾
平
野
か
ら
湖
北
地
方
の
甕
は
、

こ
の
時
期
脚
台
を
持
つ
甕
が
主
体
的
で
あ

る
。
湖
南
地
方
は
伝
統
的
に
平
底
の
甕
を

産
す
る
。（
た
だ
、
内
陸
部
の
条
痕
文
系

土
器
は
、
平
底
の
甕
が
主
体
で
あ
る
。）

③
斜
格
子
文
・
波
状
文
の
組
み
合
わ
せ

は
、
濃
尾
平
野
で
は
比
較
的
珍
し
い
文
様

で
あ
る
が
、
湖
南
地
方
で
は
、
こ
の
文
様

の
組
み
合
わ
せ
を
も
つ
受
口
甕
が
あ
る
。

し
か
し
、湖
南
地
方
の
受
口
甕
（
図
３
・

以
下
、
近
江
湖
南
甕
）
の
分
布
の
核
は
、

弥
生
時
代
後
期
前
葉
（
八
王
子
古
宮
式
）

の
濃
尾
平
野
低
地
部
か
ら
中
勢
に
あ
り
、

当
該
期
の
内
陸
部
は
該
当
し
な
い（
矢
作
・
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図４　関市周辺域の弥生時代後期～古墳時代前期の甕・鉢
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赤
塚
２
０
０
３
）。

ま
た
当
の
湖
南
地
方
に
お
け
る
近
江
湖

南
甕
の
加
飾
は
、
主
に
弥
生
時
代
後
期
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
墳
時
代
前

期
（
廻
間
Ⅰ
式
後
葉
併
行
期
）
ま
で
時
期

が
降
る
と
、
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
近

江
湖
南
甕
は
無
文
化
し
て
い
く
（
伴
野

２
０
０
６
）。

２
１
０
３
は
Ｓ
字
甕
Ａ
類
新
段
階
で
あ

る
２
１
０
２
と
共
伴
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
古
墳
時
代
前

期
（
廻
間
Ⅰ
式
後
葉
）
で
あ
る
。
こ
の
時

期
、
加
飾
あ
る
近
江
湖
南
甕
は
、
内
陸
部

だ
け
で
な
く
湖
南
地
方
で
も
減
少
傾
向
に

あ
る
。
主
だ
っ
た
甕
が
無
文
化
す
る
な

か
、
加
飾
あ
る
甕
は
Ｓ
字
甕
Ａ
類
が
該
当

す
る
。
２
１
０
３
は
Ｓ
字
甕
Ａ
類
を
再
現

し
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

＊

２
１
０
３
が
Ｓ
字
甕
Ａ
類
の
再
現
で
あ

る
な
ら
、
な
ぜ
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
生

じ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

《
部　

位
》
Ｓ
字
甕
Ａ
類 

→　

２
１
０
３

●
文
様
の
相
違
点

　

《
口
縁
部
》
押
引
刺
突
文 

→　

波
状
文

　

《
肩　

部
》
ヨ
コ
ハ
ケ　

 

→　

横
走
直
線
文

　

《
胴　

部
》
羽
状
ハ
ケ
メ 

→　

斜
格
子
文

●
器
形
の
相
違
点

　

《
口
縁
部
》　

受
口
（
Ｓ
字
）
→　

受
口
状

　

《
底　

部
》　

脚
台　

 

→　

平
底
（
注
３
）

属
性
の
変
化
と
し
て
は
、
例
え
ば
刺
突

文
が
波
状
文
に
置
換
さ
れ
た
事
例
な
ど
、

図
像
表
現
に
お
け
る
幾
何
学
的
モ
チ
ー
フ

の
置
換
も
し
く
は
変
容
現
象
は
、
頻
繁
で

は
な
い
も
の
の
内
陸
部
の
み
な
ら
ず
、
地

域
を
超
え
て
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
２
１
０
３
に
見
え
る

ジ
グ
ザ
グ
の
波
線
や
格
子
状
の
モ
チ
ー



S 字状口縁台付甕
　　　A類

押し引き
刺突文

直線文
( 櫛描 )

羽状文
( 櫛描 )

　認識された
力動的イメージ

内在光による
幾何学的図像＊

深橋前遺跡
　№2103

波状文
( 箆描 )

直線文
( 箆描 )

斜格子文
 ( 箆描 )

斜格子文
 ( 箆描 )

モデルとなる
　モチーフ

波線・ジグザグ

格子状

平行線

弧　状
網の目

水玉状

図５　文様の変容（模式図）
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フ
は
、
列
島
各
地
か
ら
遠
く
西
欧
は

３
万
５
千
年
以
前
か
ら
の
後
期
旧
石
器
時

代
人
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
描
い
た

絵
画
表
現
に
も
現
れ
る
汎
文
化
的
な
、
あ

り
ふ
れ
た
図
像
表
現
で
も
あ
る
。

普
遍
的
現
象
、
と
い
う
点
が
こ
こ
で
は

重
要
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
現
象

が
地
域
・
文
化
的
な
伝
統
と
い
っ
た
類
の

も
の
で
は
な
く
、
広
く
人
類
一
般
に
共
通

す
る
仕
組
み
に
由
来
す
る
可
能
性
を
、
こ

の
普
遍
性
が
示
唆
す
る
た
め
だ
。

こ
の
現
象
に
つ
い
て
心
理
学
者
ら
は
、

内
観
や
薬
物
投
与
下
の
幻
覚
に
お
い
て
、

ジ
グ
ザ
グ
の
波
線
や
格
子
、点
や
同
心
円
、

螺
旋
、
平
行
線
、
蛇
行
す
る
線
な
ど
の
幾

何
学
的
な
図
像
表
現
を
、
被
験
者
ら
が
外

界
か
ら
光
の
刺
激
を
受
け
ず
に「
見
え
た
」

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・Ｋ
・

シ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
れ
ら
幾
何
学
的
な
図
像

表
現
が
、
人
間
の
脳
や
神
経
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
生
理
学
的
に
生
み
出
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
ヒ
ト
で
あ
る
以
上
、
誰
も
が
目

を
閉
じ
て
い
て
も
開
い
て
い
て
も
経
験
で

き
る
無
意
識
的
な
現
象（
内
在
光
学
現
象
）

で
あ
る
と
指
摘
し
た
（Siegel 1977
）。

さ
ら
に
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
イ
ス
＝

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
、
シ
ー
ゲ
ル
ら
神
経
心

理
学
者
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
後
期

旧
石
器
時
代
の
洞
窟
絵
画
の
分
析
を
行

い
、
そ
こ
で
内
在
光
に
よ
る
幾
何
学
的
図

像
が
幻
覚
へ
と
移
行
し
、
そ
れ
が
絵
画
な

ど
の
表
現
に
組
み
込
ま
れ
る
と
主
張
し
た

（Lew
is-W

illiam
s 2004

）。

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

２
１
０
３
に
表
現
さ
れ
た
文
様
が
、
格
子

状
図
形
と
し
て
の
斜
格
子
文
と
、
振
動
パ

タ
ー
ン
と
し
て
の
波
状
文
と
し
て
表
現
さ

れ
た
理
由
を
、
生
理
学
的
現
象
に
由
来
す

る
内
在
光
学
的
な
像
に
求
め
る
こ
と
を
推

測
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
２
１
０
３
の
作
者
が
、
モ

デ
ル
と
な
る
文
様
全
体
を
、
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
の
よ
う
な
静
的
な
図
像
と
し
て

記
憶
し
た
の
で
は
な
く
、
文
様
線
を
目
で

辿
る
と
き
の
眼
球
刺
激
の
よ
う
な
身
体
感

覚
を
通
し
て
（
注
４
）、
地
震
計
も
し
く

は
ク
ロ
ノ
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
注
５
）

さ
な
が
ら
文
様
線
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
、
筆

触
、
ベ
ク
ト
ル
的
な
軌
跡
を
認
識
す
る
。

そ
し
て
そ
の
力
動
的
な
認
識
は
、
土
器
製

作
の
過
程
で
、
脳
固
有
の
神
経
構
造
に
由

来
す
る
内
在
光
学
的
図
像
表
現
へ
と
事
後

的
に
合
理
化
さ
れ
、
表
現
さ
れ
る
―
と
い

う
可
能
性
で
あ
る
（
図
５
、
注
６
）。

な
ら
ば
、
２
１
０
３
は
形
象
化
さ
れ
た

像
の
輪
郭
で
は
な
く
、
像
の
形
象
化
へ
と

至
る
ま
で
の
力
動
論
的
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
論

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
産
物
で
あ
る
と
と
も

に
、
作
者
の
知
識
よ
り
も
、
む
し
ろ
脳
に

あ
ら
か
じ
め
組
み
込
ま
れ
た
知
覚
と
図
形

パ
タ
ー
ン
の
参
照
と
い
う
、作
者
の
内
的
・

主
観
的
経
験
に
基
づ
く
再
現
物
だ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

＊

さ
て
、
２
１
０
３
の
再
現
に
か
か
わ
る

イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
が
、
作
者
の
知
覚
や
感

覚
と
い
う
身
体
経
験
を
基
盤
と
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
同
じ
身
体
を
基
盤
と
し
た
土
器

製
作
の
動
作
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。

モ
デ
ル
と
な
っ
た
Ｓ
字
甕
と
、
２
１
０
３

の
製
作
過
程
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

Ｓ
字
甕
の
製
作
技
法
を
分
析
し
た
赤
塚

次
郎
は
、
そ
の
手
順
が
非
常
に
斉
一
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
そ
の
手
順
は
、
ま
ず
粘
土
帯
積
み
上

げ
技
法
に
よ
っ
て
脚
台
↓
胴
部
下
半
↓
胴

部
上
半
↓
口
縁
部
の
順
に
成
型
し
、
次

に
羽
状
ハ
ケ
メ
↓
ヨ
コ
ハ
ケ
↓
押
し
引

き
刺
突
文
の
順
に
文
様
を
描
く
（
赤
塚

１
９
８
６
）。
２
１
０
２
も
、
欠
失
し
た

部
分
は
あ
る
も
の
の
、
赤
塚
が
指
摘
し
た

も
の
と
同
一
の
製
作
過
程
を
た
ど
る
。

対
し
て
、
２
１
０
３
の
製
作
過
程
は
、

文
様
線
の
描
き
順
か
ら
次
の
よ
う
に
復
元

で
き
る
（
図
６
）。

（
ⅰ
）
祖
型
と
な
る
小
型
平
底
甕
の
成
型

粘
土
帯
を
つ
み
あ
げ
て
外
形
を
成
形
す



（ⅳ）直線文の描線
   上下2条の、緩やかに波打つ直線の
   振幅が一致していない。つまり、
   １本ずつ描線されたことがわかる。

 （ⅲ）受口状口縁の成形
     　　指で強く摘みながら
      　　ヨコナデして成形。
　　 　　　↓
　  　波状文の描線
 　上下2条の波線の振幅が一致
　しないことから、１本ずつ描線
　されたことがわかる。

（ⅱ）上段斜格子文の描線
　 左下がりの線→右下がりの線の順に、
　 頸部から底部に向かって描線される。

（ⅴ）下段斜格子文の描線
右下がりの線→左下がりの線 の順に描線。
右下がりの線は、 始めは胴部最大径から底部に
向かって描かれたが、後で底部側から胴部最大径に向かって描線される。
左下がりの線は底部側から胴部最大径に向かって描線されている。

受口状に
　成形

反時計回りに描線

ヨコナデ

反時計回りに描線

口縁部調整時の
　　指圧痕

図６　２１０３の製作過程
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る
。
こ
の
時
は
、
口
縁
部
も
受
口
状
の
有

段
表
現
の
な
い
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
ⅱ
）
上
段
斜
格
子
文
の
描
線

運
筆
は
口
縁
部
側（
上
）か
ら
底
部（
下
）

方
向
。
ま
ず
、
左
下
が
り
の
線
を
描
線
し

た
後
、
右
下
が
り
の
線
を
加
え
る
。
す
べ

て
の
線
は
、
上
か
ら
見
て
反
時
計
回
り
に

施
文
さ
れ
る
（
注
７
）。

（
ⅲ
）
口
縁
の
成
形
と
波
状
文
の
施
文

横
走
直
線
文
よ
り
も
口
縁
部
の
調
整
が

先
と
し
た
理
由
は
、
ひ
と
つ
は
胴
部
最
大

径
の
上
段
斜
格
子
文
を
つ
ぶ
す
指
圧
痕
に

あ
る
。
こ
の
指
圧
痕
は
、
口
縁
～
頸
部
の

調
整
・
施
文
時
に
、
土
器
本
体
を
指
で
支

え
た
時
に
付
着
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
口
縁
部

成
形
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
頸
部
ヨ
コ

ナ
デ
に
よ
り
、
上
段
斜
格
子
文
の
始
点
が

消
さ
れ
て
い
る
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
の
目
的
は
、
ナ
デ
で
口

縁
部
側
面
を
凹
ま
せ
Ｓ
字
状
の
屈
曲
を
表

現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ⅳ
）
横
走
直
線
文
の
施
文

下
段
斜
格
子
文
の
右
下
が
り
の
線
の
始

点
が
、
直
線
文
の
直
下
で
平
仄
を
揃
え
て

い
る
。
何
も
目
印
の
な
い
と
こ
ろ
で
始
点

を
揃
え
る
必
然
性
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
を

実
行
す
る
ほ
う
が
難
易
度
は
高
い
。
下
段

斜
格
子
文
は
直
線
文
よ
り
も
後
に
描
か
れ

た
と
推
測
す
る
。

（
ⅴ
）
下
段
斜
格
子
文
の
描
線

右
下
が
り
の
線
は
、
上
か
ら
見
て
反
時

計
回
り
に
施
文
さ
れ
る
。
始
め
下
か
ら
上

へ
と
向
か
う
運
筆
は
、
最
後
に
は
上
か
ら

下
方
向
へ
と
変
化
す
る
。
左
下
が
り
の
線

も
、
上
か
ら
見
て
反
時
計
回
り
。
下
段
斜

格
子
文
は
、
た
び
た
び
運
筆
が
上
下
入
れ

替
わ
る
も
の
の
、
全
て
の
文
様
施
文
が
、

上
か
ら
見
て
反
時
計
回
り
に
進
行
す
る
。

上
段
斜
格
子
文
と
、
斜
格
子
の
線
描
が
逆

に
な
る
の
は
、
線
描
時
に
土
器
の
上
下
を

入
れ
替
え
た
た
め
か
。

こ
の
よ
う
に
復
元
さ
れ
た
２
１
０
３
の

製
作
の
手
際
は
、
赤
塚
が
明
ら
か
に
し
た

Ｓ
字
甕
の
製
作
手
順
と
比
較
す
る
限
り
典

型
的
な
手
順
と
は
一
致
し
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
製
作
の
途
中
で
形
を

変
形
し
、
し
ば
し
ば
上
下
が
入
れ
替
わ
る

断
片
的
な
描
線
か
ら
は
、
２
１
０
３
の
作

者
が
、
土
器
の
完
成
形
を
し
っ
か
り
と
定

め
て
か
ら
形
を
整
え
文
様
を
描
い
た
の
で

は
な
く
、
口
縁
部
形
態
や
胴
部
文
様
を
描

く
所
作
そ
れ
自
体
と
、
そ
の
結
果
と
し
て

の
生
成
物
が
、
次
な
る
形
態
と
文
様
を
逐

次
的
に
想
起
さ
せ
た
よ
う
に
思
え
る
。

２
１
０
３
の
作
者
に
よ
る
Ｓ
字
甕
の
イ

メ
ー
ジ
の
発
露
と
凝
固
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
Ｓ
字
甕
の
よ
う
に
秩
序
だ
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
粘
土
を
こ
ね
、
文
様
を
描
画
し

て
い
く
「
い
ま
―
こ
こ
」
の
状
況
に
依
存

し
た
感
覚
や
運
動
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

＊
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２
１
０
３
と
２
１
０
２
は
同
じ
竪
穴
住

居
か
ら
出
土
し
た
。
両
者
と
も
に
同
じ
堆

積
土
層
中
に
あ
り
、
炭
化
材
の
下
敷
き
と

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
土
器
も
、
現
在

確
認
で
き
る
姿
の
ま
ま
、
ほ
ぼ
同
時
に
床

の
上
に
並
べ
ら
れ
、
火
災
に
よ
る
木
造
構

造
物
の
崩
壊
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
（
図
７
）。

２
１
０
３
が
Ｓ
字
甕
を
再
現
し
た
も
の

と
考
え
る
な
ら
ば
、
２
１
０
２
と
並
置
す

る
と
い
う
操
作
は
、
我
々
が
考
え
る
「
Ｓ

字
甕
」
の
よ
う
な
、
両
者
を
つ
な
ぐ
何
か

が
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
２
１
０
３
は
Ｓ
字
甕
を
再
現

し
つ
つ
も
、
形
態
・
文
様
と
も
に
再
現
性

は
低
い
。
そ
の
た
め
、
我
々
が
２
１
０
３

を
近
江
系
の
甕
と
取
り
違
え
た
よ
う
に
、

当
時
の
人
々
で
あ
っ
て
も
、
２
１
０
３
を

Ｓ
字
甕
で
は
な
い
別
系
統
の
甕
と
し
て
認

識
す
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
２
１
０
２
も
、
煮
炊
き
と
い
う
機

能
や
文
様
・
調
整
に
お
い
て
典
型
的
な
Ｓ

字
甕
で
あ
る
に
関
わ
ら
ず
、脚
台
が
欠
け
、

あ
た
か
も
平
底
の
よ
う
な
外
観
を
見
せ
て

い
る
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
形
態
的
に
は
同
一
と

は
い
い
が
た
い
、
共
に
不
完
全
な
両
者
の

奇
妙
な
対
称
性
に
統
一
感
を
持
た
せ
る
も

の
は
、
文
様
と
形
態
の
緩
や
か
な
共
通
性

だ
け
で
あ
る
。
厳
密
な
一
致
点
を
も
た
な

い
外
見
か
ら
、
両
者
に
類
似
性
を
見
出
す

た
め
に
は
、
文
様
や
形
態
に
残
る
力
動
論

的
な
イ
メ
ー
ジ
と
、
両
者
が
「
い
ま
―
こ

こ
」
に
同
居
す
る
こ
と
に
基
づ
く
、
主
観

的
な
感
性
に
頼
る
ほ
か
な
い
。

ま
た
、
機
能
面
で
の
両
者
の
均
衡
を
あ

え
て
求
め
る
と
し
て
も
、
元
か
ら
煮
炊
き

本
来
の
機
能
を
考
慮
し
な
い
２
１
０
３

と
、
本
来
の
煮
炊
き
の
機
能
を
備
え
、
か

つ
実
際
に
使
用
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

底
部
を
欠
く
こ
と
で
機
能
を
喪
失
し
た

２
１
０
２
と
い
う
、
鏡
像
の
よ
う
に
反
転

す
る
捩
じ
れ
た
対
称
性
か
ら
導
く
し
か
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ふ
た
つ
の
土
器
を

つ
な
ぐ
何
か
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
理
想
的
な
Ｓ
字
甕
た
る
イ
デ
ア
的

（
注
８
）
な
即
自
的
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
２
１
０
２
と
２
１
０
３
両
者

の
関
係
は
、
Ｓ
字
甕
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
コ

ピ
ー
、
意
味
を
指
示
す
る
も
の
／
指
示
さ

れ
る
も
の
と
い
っ
た
、
ど
ち
ら
か
に
従

属
を
強
い
る
関
係
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

２
１
０
３
に
表
現
さ
れ
た
外
徴
を
「
し
る

し
」
と
し
て
、
積
極
的
に
両
者
が
交
わ
る

点
に
類
似
性
を
生
み
出
し
、
両
者
を
「
い

ま
―
こ
こ
」
に
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
意
味
す
る
も
の
を
両
者
に
お
い
て
表

現
す
る
関
係
に
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　
　
　
　
　

＊
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２
１
０
３
と
い
う
奇
妙
な
土
器
の
、
製

作
か
ら
埋
置
ま
で
の
一
連
の
イ
メ
ー
ジ
の

連
鎖
に
は
、
視
覚
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ

に
み
ら
れ
る
常
に
輪
郭
を
つ
か
み
損
ね
た

か
の
よ
う
な
、
た
ど
た
ど
し
い
一
連
の
結

果
か
ら
は
、
現
在
の
我
々
か
ら
み
て
本
来

あ
る
べ
き
視
覚
的
記
憶
を
十
分
に
活
か
し

き
れ
て
い
な
い
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
る
。

だ
が
、我
々
が
感
じ
る
も
ど
か
し
さ
は
、

こ
れ
ら
一
連
の
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
が
、
ふ

つ
う
我
々
が
再
現
に
求
め
る
図
像
的
同
一

性
を
原
理
と
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す

る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
伝
言
ゲ
ー
ム
の
よ

う
に
、
い
ま
表
現
し
た
も
の
が
、
こ
れ
ま

で
の
文
脈
に
身
を
委
ね
つ
つ
、次
の
動
作
・

表
現
の
呼
び
水
と
し
て
新
た
な
イ
メ
ー
ジ

の
源
泉
と
な
る
と
い
う
、す
べ
て
隣
接
的
・

逐
次
的
な
類
似
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
連
鎖
の
通
奏
低
音
の
ひ

と
つ
が
、
文
様
の
齟
齬
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
力
動
論
的
イ
メ
ー
ジ
―
強
度
的
形

象
像
の
持
続
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

そ
の
都
度
の
表
象
像
を
か
き
乱
し
動
揺
さ

せ
る
過
剰
な
現
在
、「
い
ま
―
こ
こ
」
の

介
入
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
状
況
依
存
的

な
内
的
（
主
観
的
）
経
験
に
則
っ
た
も
の

で
あ
り
、
全
体
的
・
系
統
的
な
秩
序
に
基

づ
く
も
の
と
は
い
い
が
た
く
、
と
て
も
技

法
・
作
法
な
ど
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。

け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
例
え
感
覚
的
に
は

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
類
似
で
あ
っ
て
も
、
配

置
や
文
脈
か
ら
積
極
的
に
類
似
性
を
創
り

出
す
操
作
で
あ
り
、
刻
々
と
変
化
す
る
時

代
や
文
化
に
対
応
で
き
る
ひ
と
つ
の
能
力

と
し
て
、
積
極
的
に
評
価
可
能
な
原
理
で

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

＊

冒
頭
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
表
象
と

は
、①
も
の
の
「
再
現
」
や
「
再
・
現
前
」、

②
「
代
行
」・「
代
表
」、
③
舞
台
に
お
け

る
「
上
演
」
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
創

り
出
さ
れ
た
表
象
そ
れ
自
体
は
、
常
に
二

次
的
な
複
製
と
し
て
の
立
場
を
甘
受
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
種
幻
想
的
な
姿
の
ま

ま
現
在
に
編
み
込
ま
れ
、
起
源
か
ら
一
定

の
距
離
を
保
ち
続
け
る
ほ
か
は
な
い
。
だ

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う

な
、
Ｓ
字
甕
と
し
て
再
現
さ
れ
、
そ
の
代

行
と
し
て
一
連
の
イ
メ
ー
ジ
の
連
鎖
を
生

み
出
し
て
い
く
２
１
０
３
の
振
る
舞
い

は
、
ま
さ
に
表
象
の
活
動
そ
の
も
の
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
２
１
０
３
は
、
表
象
の

働
き
自
体
は
と
も
か
く
と
し
て
、
製
作
さ

れ
た
も
の
自
体
は
あ
く
ま
で
も
特
殊
例

に
留
ま
り
、
と
て
も
普
遍
的
な
事
物
で

あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
れ
も
、
過

度
の
「
い
ま
―
こ
こ
」
の
介
入
に
よ
っ

て
、
２
１
０
３
が
Ｓ
字
甕
の
単
な
る
複
製

か
ら
は
一
線
を
画
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
の
唯
一
性
を
獲
得
し
た

２
１
０
３
は
、
普
遍
的
な
そ
の
他
の
甕
と

同
じ
性
質
の
再
現
な
の
か
、
さ
ら
な
る
検

討
を
必
要
と
す
る
（
注
９
）。

さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
れ
ら
が
絶
え
ず
普

遍
性
を
排
出
す
る
仕
組
み
か
ら
同
じ
く
生

み
出
さ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
個
体
差
を

無
視
で
き
る
ほ
ど
の
同
一
性
を
認
識
し
う

る
Ｓ
字
甕
の
そ
れ
ら
と
は
、
ま
た
鮮
や
か

な
対
照
を
な
し
て
い
る
。
定
型
を
反
復
す

る
イ
メ
ー
ジ
連
鎖
の
問
題
も
、
今
後
の
課

題
で
あ
ろ
う
。

　
資
料
閲
覧
に
あ
た
り
便
宜
い
た
だ
い

た
、
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
の
小

野
木
学
氏
・
長
谷
川
幸
志
氏
に
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

【
脚
注
】

＊
注
１
：
本
稿
で
は
、
装
飾
効
果
の
あ
る
調
整
を
含

む
意
味
で
用
い
る
。

＊
注
２
：
地
域
色
、
編
年
観
等
は
次
の
文
献
を
参
照

し
た
（
赤
塚
１
９
９
０
・
２
０
０
１
、
石
黒
・
、

宮
腰
２
０
０
７
、
藤
田
・
高
木
２
０
０
２
、
恩
田

２
０
０
４
）
。
な
お
、
本
稿
の
時
代
区
分
は
便
宜
的

に
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。
【
弥
生
時
代
後
期

前
葉
】
高
木
編
年
第
Ⅴ
‐
１
様
式
・
赤
塚
編
年
八
王

子
古
宮
式
・
宮
腰
編
年
砂
行
Ｂ
類
１
期
、
【
弥
生
時

代
後
期
後
葉
～
古
墳
時
代
初
頭
】
高
木
編
年
第
Ⅴ
‐

２
～
Ⅵ
様
式
前
葉
・
赤
塚
編
年
山
中
式
・
宮
腰
編
年

砂
行
Ｂ
類
２
～
３
期
前
葉
、
【
古
墳
時
代
前
期
前

半
】
高
木
編
年
第
Ⅵ
様
式
後
葉
・
赤
塚
編
年
廻
間
Ⅰ

式
後
葉
・
宮
腰
編
年
砂
行
Ｂ
類
３
期
後
葉
。

＊
注
３
：
Ｓ
字
甕
の
脚
台
が
省
略
さ
れ
平
底
に
な
っ

た
過
程
に
つ
い
て
は
、
単
に
製
作
さ
れ
た
地
域
の

伝
統
に
解
を
求
め
る
の
は
早
計
か
も
し
れ
な
い
。
Ｓ

字
甕
が
小
型
化
す
る
に
あ
た
り
、
底
部
形
態
が
平
底

化
し
た
事
例
は
、
愛
知
県
朝
日
遺
跡
第
３
区
Ｓ
Ａ

０
０
１
―
６
８
例
な
ど
が
あ
る
（
愛
知
県
教
育
委
員

会
１
９
８
２
）
。
い
ず
れ
も
同
じ
時
期
の
所
産
と
考

え
て
い
る
が
、
地
域
的
な
隔
た
り
は
大
き
い
。
今
後

の
事
例
増
加
を
待
っ
て
判
断
し
た
い
。

＊
注
４
：
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ド
ナ
リ
ッ
ク
は
、
光
以
外

の
眼
球
の
刺
激
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
光
感
覚

（
閃
光
感
覚
）
が
、
類
像
的
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
に
関
係

す
る
と
主
張
し
て
い
る
（Bednarick 1994, p. 178

）
。
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＊
注
５
：
運
動
と
い
う
現
象
を
、
図
像
や
写
真
に
記

録
す
る
こ
と
で
視
覚
的
に
表
現
し
た
も
の
（
松
浦

２
０
０
１
）
。

＊
注
６
：
こ
こ
で
言
及
し
た
「
ク
ロ
ノ
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
さ
な
が
ら
の
ベ
ク
ト
ル
的
認
識
」
と
は
、
こ

の
よ
う
な
図
像
表
現
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
「
結
果
と
し
て
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
」
力
動
論
的
イ
メ
ー
ジ
の
認

識
を
指
す
。

＊
注
７
：
佐
原
真
に
よ
る
と
、
反
時
計
回
り
の
施
文

は
、
作
者
が
土
器
を
左
手
に
も
ち
、
右
手
で
文
様

を
描
い
た
結
果
と
さ
れ
る
。
ま
た
右
利
き
の
人
が

右
手
で
斜
線
を
描
く
場
合
、
そ
の
斜
線
は
勾
配
が

緩
く
、
か
つ
長
い
左
下
が
り
の
線
と
な
る
（
佐
原

２
０
０
５
、
８
３
～
８
６
頁
）
。

＊
注
８
：
「
あ
く
ま
で
後
知
恵
の
虚
構
と
し
て
復
元

す
る
よ
り
ほ
か
に
接
近
の
手
段
が
な
い
よ
う
な
理

想
」
（
稲
賀
２
０
０
８
、
５
２
頁
）
。

＊
注
９
：
そ
も
そ
も
、
２
１
０
３
と
同
じ
文
化
の
甕

に
、
多
数
派
を
形
成
し
う
る
ほ
ど
の
普
遍
的
同
一
性

が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
。

【
参
考
引
用
文
献
】
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知
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教
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、
『
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、
加
藤
安
信

編
、
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次
郎
、
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覚
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年
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）
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、
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、
２
０
０
１
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、
「
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地
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―
野
洲
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流
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」
、
『
古
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師
器
の
年
代
学
』
、
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阪
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文
化
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セ
ン
タ
ー
、
２
０
０
６
年
、
４
９
～
６
６
頁
。
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藤
根
久
・
今
村
美
智
子
、
「
住
居
跡
・
土
坑
墓
出
土

土
器
の
胎
土
材
料
」
『
深
橋
前
遺
跡
』
第
２
分
冊
、

岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
、
２
０
０
３
年
、

３
４
～
５
１
頁
。

藤
田
英
博
・
高
木
宏
和
、
「
美
濃
地
域
」
、
『
弥
生

土
器
の
様
式
と
編
年
』
東
海
編
、
加
納
俊
介
・
石
黒

立
人
編
、
２
０
０
２
年
、
１
５
１
～
２
４
１
頁
。

岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
、
『
砂
行
遺
跡
』
、

成
瀬
正
勝
編
、
２
０
０
０
年
ａ
。

―
―
―
―
、
『
野
笹
遺
跡
１
』
、
千
藤 

克
彦
編
、

２
０
０
０
年
ｂ
。

―
―
―
―
、
『
深
橋
前
遺
跡
』
、
松
岡
千
年
・
安
田

正
枝
編
、
２
０
０
３
年
。

稲
賀
繁
美
、
「
日
本
の
美
学 

そ
の
陥
穽
と
可
能
性

と 

│
触
覚
的
造
形
の
思
想
（
史
）
的
反
省
に
む
け
て

│
」
、
『
思
想
』
１
０
０
９
、
２
０
０
８
年
、
２
９

～
６
２
頁
。

石
黒
立
人
・
宮
腰
健
司
、
「
伊
勢
湾
周
辺
地
域
に
お

け
る
弥
生
土
器
編
年
の
概
要
と
課
題
」
、
『
伊
藤

秋
男
先
生
古
希
記
念
考
古
学
論
文
集
』
、
伊
藤
秋
男

先
生
古
希
記
念
考
古
学
論
文
集
刊
行
会
、
２
０
０
７

年
、
１
２
９
～
１
８
９
頁
。

兼
康
保
明 

、
「
近
江
地
域
」
、
『
弥
生
土
器
の
様
式

と
編
年 

近
畿
編
Ⅱ
』
、
寺
沢
薫
・
森
岡
秀
人
編
、
木

耳
社
、
１
９
９
０
年
、
３
２
１
～
４
１
９
頁
。

小
林
康
夫
、
「
表
象
の
舞
台
（
Ⅰ
）
―
古
典
主
義
と

バ
ロ
ッ
ク
」
、
『
新
訂 

表
象
文
化
研
究 

芸
術
表
象

の
文
化
学
』
、
渡
辺
保
・
小
林
康
夫
・
石
田
英
敬
編

著
、
財
団
法
人
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
２
０
０
６

年
、
９
～
２
４
頁
。

Lew
is-W

illiam
s, David., The m

ind in the cave: 

Consciousness and the origins of art , Tham
es 

& Hudson, 2004.

Lew
is-W

illiam
s, David., and Dow

son,T. A., 

”The sign of all tim
es: Entoptic phenom

ena in 

upper Paleolithic art,”  Current Anthropology 

29, 1988, pp. 201-245.

松
浦
寿
輝
、
『
表
象
と
倒
錯 

―
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
＝

ジ
ュ
ー
ル
・
マ
レ
ー
』
、
筑
摩
書
房
、
２
０
０
１

年
。

恩
田
知
美
、
「
美
濃
地
方
に
お
け
る
弥
生
時
代
後
期

か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
土
器
様
相
」
、
『
美
濃
の
考

古
学
』
第
７
号
、
２
０
０
４
年
、
１
～
３
０
頁
。

佐
原 

真
、
「
出
雲
岩
倉
銅
鐸
と
銅
鐸
の
絵
」
、
『
佐

原
真
の
仕
事
２ 

道
具
の
考
古
学
』
、
金
関
恕
・
春

成
秀
爾
編
、
岩
波
書
店
、
２
０
０
５
年
、
７
１
～

１
１
７
頁
。

Siegel, Ronald K.,”H
allucinations,” Scientific 

Am
erican  237, 1977, pp. 132-140.

矢
作
健
二
・
赤
塚
次
郎
、
「
八
王
子
古
宮
式
と
近
江

湖
南
甕
」
、
『
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
（
財
）
愛
知

県
教
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
、
２
０
０
３
年
、
３
４
～
４
４
頁
。

吉
田
正
人
、
「
ま
と
め
」
、
『
川
合
遺
跡
群
』
本
文

編
、
可
児
市
教
育
委
員
会
、
１
９
９
４
年
、
２
２
８

～
２
３
０
頁
。

【
挿
図
引
用
文
献
】

写
真
・
図
２
・
図
７
：
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン

タ
ー
２
０
０
３

図
３
：
兼
安
１
９
９
０

図
４
：
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０

ａ
・
２
０
０
0
ｂ
・
２
０
０
３

図
５
：Lew

is-W
illiam

s and Dow
son 1988

を
も

と
に
筆
者
作
成
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１
．
は
じ
め
に

N
P
O
法
人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化

遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
ニ
ワ
里
ね
っ

と
）
は
、
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
、
文
化
遺
産
の
普
及
活
動

を
行
う
団
体
で
あ
る
。
地
域
に
眠
る
文
化

遺
産
を
見
出
し
、
そ
の
魅
力
を
人
々
に
伝

え
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
歴
史
を
後
世

へ
と
残
し
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
に
か
け
て
、
犬
山
市
立
栗

栖
小
学
校
の
歴
史
教
育
活
動
を
基
盤
と
し

た
普
及
活
動
「
栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
し
て
き
た
。

本
稿
は
、そ
の
活
動
報
告
と
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
課
題
と
展
望
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

２
．
栗
栖
地
区
に
つ
い
て

栗
栖
地
区
は
犬
山
市
の
最
北
端
に
位
置

し
、
木
曽
川
と
、
東
部
か
ら
南
部
域
に
拡

が
る
山
地
に
隔
て
ら
れ
た
集
落
で
あ
る
。

世
帯
数
が
少
な
く
、
地
区
内
に
1
校
の
み

開
校
す
る
栗
栖
小
学
校
は
、
全
校
児
童
18

名
（
平
成
26
年
度
現
在
）
と
小
規
模
校
で

あ
る
。
小
規
模
校
が
ゆ
え
に
、
住
民
が
学

校
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
と
学
校
に

密
接
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
。

栗
栖
地
区
に
は
縄
文
時
代
中
期
の
「
尾

崎
遺
跡
」
や
中
世
の
「
瀬
ノ
上
遺
跡
」
と

い
っ
た
遺
跡
、
木
曽
川
の
渡
船
場
で
あ
っ

た
「
栗
栖
の
渡
し
」
な
ど
様
々
な
文
化
遺

産
が
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
遺
産
が
あ
り
、
地
域

の
教
育
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
栗
栖

地
区
は
、
文
化
遺
産
の
普
及
活
動
が
取
組

み
や
す
い
環
境
で
あ
る
た
め
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

以
下
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告
を
行

う
。

３
．
栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

先
述
し
た
よ
う
に
、栗
栖
地
区
に
は「
尾

崎
遺
跡
」、「
瀬
ノ
上
遺
跡
」
と
い
っ
た
遺

跡
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
。
現
在
も
遺
跡
周
辺
で
は
遺
物

を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
内
で
も
数

少
な
い
「
遺
跡
」
の
存
在
を
感
じ
ら
れ
る

エ
リ
ア
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
住
民
の

認
知
度
は
低
く
、
そ
の
存
在
が
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
は

こ
れ
ら
の
遺
跡
を
取
り
上
げ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
調
査
活
動
な
ど
を
通
し
て
遺

跡
の
周
知
を
目
指
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
栗
栖
小
学
校
で
の
歴

史
教
育
活
動
と
、
栗
栖
地
区
に
住
む
全
住

民
を
対
象
と
し
た
普
及
活
動
の
二
つ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
報
告
す
る
。

（
１
）
栗
栖
小
学
校
で
の
歴
史
教
育
活
動

栗
栖
小
学
校
で
の
歴
史
教
育
活
動
で

は
、小
学
校
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
も
と
、

授
業
時
間
を
利
用
し
て
全
校
児
童
を
対
象

に
し
た
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。

1
）
分
布
調
査
の
実
施

栗
栖
小
学
校
の
児
童
ら
と
と
も
に
、
栗

栖
地
区
内
の
分
布
調
査
を
実
施
し
た
。

分
布
調
査
は
、
地
域
の
歴
史
を
埋
蔵
文

化
財
の
視
点
か
ら
探
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、
縄

文
時
代
中
期
の
「
尾
崎
遺
跡
」
や
中
世
の

「
瀬
ノ
上
遺
跡
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
も

の
の
、
弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
、
古
代
の

遺
跡
に
結
び
付
く
遺
跡
は
未
だ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
分
布
調
査
に
よ
り
、
新
た
な

遺
跡
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
空
白
期
の
様

相
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と

な
る
。
栗
栖
地
区
に
お
い
て
、
詳
細
な
分

布
調
査
が
行
わ
れ
た
例
は
な
く
、
栗
栖
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
調
査
は
今
後
の
基

礎
資
料
と
な
る
と
と
も
に
、
調
査
を
通
じ

て
栗
栖
地
区
の
遺
跡
の
存
在
を
実
感
し
て

も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
栗
栖
地
区
に
お
け
る
文
化
遺
産
普
及
活
動
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

大
塚 

友
恵



▲　図１　栗栖地区航空写真（一部）

地図上の区分けをひらがなと数字で

表記した。この地図を見ながら、分

布調査を行った。

▶　

写
真
１　

遺
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス
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分
布
調
査
で
は
、学
校
周
辺
の
畑
地
を
、

児
童
ら
と
と
も
に
歩
い
て
遺
物
の
採
集
を

行
っ
た
。
そ
の
際
、
調
査
場
所
を
確
認
す

る
た
め
に
、
ひ
ら
が
な
と
数
字
を
使
っ
て

区
割
し
た
地
図
と
航
空
写
真
を
用
い
た

（
図
1
）。
平
成
23
年
度
よ
り
継
続
的
に
実

施
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
は
授
業
内
で

は
行
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
遺
物
回
収

ボ
ッ
ク
ス
が
校
内
に
設
置
さ
れ
、
児
童
ら

が
自
主
的
に
遺
物
を
採
集
し
て
分
布
調
査

を
進
め
た
（
写
真
１
）。

2
）
縄
文
時
代
の
生
活
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
尾
崎
遺
跡
」
は
、
市
内
で
も
数
少
な

い
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
あ
り
、
栗
栖
地
区

だ
け
で
は
な
く
、
犬
山
市
の
縄
文
時
代
を

知
る
上
で
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。「
尾

崎
遺
跡
」
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
当
時
の

生
活
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
平

成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
内
容
は
表

1
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

平
成
26
年
度
に
行
っ
た「
縄
文
時
代
の
布
、

ア
ン
ギ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
活
動
経
過

を
報
告
す
る
。

「
縄
文
時
代
の
布
、

　

ア
ン
ギ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

平
成
26
年
度
は
、
講
師
に
名
和
奈
美
氏

を
招
き
、
縄
文
時
代
の
布
「
編
布
（
あ
ん

ぎ
ん
）」
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
（
写
真
２
）。「
編
布
」
は
、
植
物

の
繊
維
を
利
用
し
て
編
み
上
げ
る
布
で
、

織
布
の
技
術
が
伝
わ
る
弥
生
時
代
以
前
の

縄
文
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
。
素
材

に
は
、
カ
ラ
ム
シ
や
イ
ラ
ク
サ
、
ア
カ
ソ

と
い
っ
た
イ
ラ
ク
サ
科
の
植
物
な
ど
が
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
出
土
遺
物
か
ら
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
編
む
作
業
だ
け
で
は
な

く
、
カ
ラ
ム
シ
か
ら
繊
維
を
取
り
出
す
作

業
も
行
っ
た
。

■　

第
1
回　

平
成
26
年
7
月
24
日

「
カ
ラ
ム
シ
」
の
表
皮
を
剥
い
で
靭
皮

（
じ
ん
ぴ
）
繊
維
を
取
り
出
す
「
オ
コ
キ
」

作
業
を
行
っ
た
。「
オ
コ
キ
」
作
業
で
使

用
す
る
「
オ
コ
キ
台
」
や
「
オ
ガ
ネ
」
な

ど
の
道
具
は
、
民
俗
事
例
を
参
考
に
製
作

し
た
。
当
日
は
、「
編
布
」
に
つ
い
て
の

講
義
の
後
、
低
学
年
と
高
学
年
の
児
童
が

2
人
1
組
と
な
っ
て
作
業
を
行
い
、
授
業

時
間
内
に
カ
ラ
ム
シ
す
べ
て
か
ら
繊
維
を

取
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

■　

第
2
回　

平
成
26
年
10
月
16
日

第
1
回
で
取
り
出
し
た
繊
維
で「
編
布
」

を
編
む
作
業
を
行
っ
た
。
用
い
た
道
具
は

編
み
台
、
コ
モ
ヅ
チ
（
経
糸
を
巻
き
つ
け

る
道
具
）
で
、
考
古
資
料
等
を
参
考
に
事

前
に
製
作
し
た
。
当
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
児
童
全
員
が
作
品
と
し
て
持
ち

帰
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
1
点
ず
つ
作

業
を
行
っ
た
。
作
業
内
容
が
単
純
な
「
オ

コ
キ
」
作
業
と
違
い
、
経
糸
と
緯
糸
を
一

定
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
編
ん
で
い
く
作

業
は
、
低
学
年
の
児
童
に
は
難
易
度
が
高

く
、高
学
年
の
児
童
が
手
助
け
し
て
い
た
。

3
）
成
果
と
課
題

分
布
調
査
に
お
い
て
は
、
児
童
ら
が
遺

物
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
、
自
主
的
に
遺

物
を
拾
っ
て
き
て
く
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
遺
跡
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
広
範
囲
で
遺
物

が
採
集
で
き
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
確
認

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
遺
物
も
採
集

で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
普
及
啓

発
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
学
術
調
査
と
し

て
も
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
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写
真
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縄
文
時
代
の
生
活
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
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調
査
成
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

報
告
に
譲
り
た
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
学
年
を
問
わ
ず

児
童
ら
の
興
味
を
ひ
く
こ
と
が
で
き
る

が
、
一
方
で
作
業
に
終
始
し
て
し
ま
い
、

活
動
の
目
的
を
見
失
っ
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
る
。そ
の
た
め
、

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

は
、
各
分
野
専
門
の
講
師
を
招

き
、
作
業
に
入
る
前
に
必
ず
講

義
の
時
間
を
設
け
、
作
業
に
終

始
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
実

施
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

作
業
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
と

し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、学
習
内
容
が
、

高
学
年
向
き
で
あ
り
、
低
学
年

の
児
童
ら
に
と
っ
て
は
、
難
し

す
ぎ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
作
業

と
し
て
は
楽
し
ん
で
行
っ
て
い

た
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
「
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
も

あ
っ
た
。
今
後
は
高
学
年
向
け

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
低
学
年
向

け
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
る
な

ど
、
低
学
年
の
児
童
ら
も
学
習

に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
工

夫
を
し
て
き
た
い
。

（
２
）
地
域
へ
の
普
及
活
動

栗
栖
小
学
校
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
へ
情
報
発
信
を
し
、
文
化
遺
産
の
普
及

活
動
を
行
っ
た
。

１
）
活
動
展
示
（
毎
年
11
月
）

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て

地
域
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
製
作
し
た
土
器
や
編
布
、
分

布
調
査
の
成
果
パ
ネ
ル
を
栗
栖
小
学
校
の

学
習
発
表
会
会
場
で
展
示
し
た
。

２
）
「
考
古
学
落
語
」
の
上
演

平
成
25
年
11
月
23
日
に
、
栗
栖
公
民
館

に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
方
々
を
対
象
に

「
考
古
学
落
語
」
の
上
演
を
行
っ
た
（
写

真
3
）。「
考
古
学
落
語
」
は
、
服
部
哲
也

（
N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
）
氏
が
考

古
学
を
題
材
に
創
作
し
た
創
作
落
語
で
あ

る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
落
語
を
通
じ
て
、
栗
栖
に
残
る

縄
文
時
代
の
歴
史
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く

の
方
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
指
し
た
。
当
回
は
、
縄
文
時
代

の
生
活
を
面
白
可
笑
し
く
取
り
上
げ
た

「
縄
文
さ
ん
」
と
い
う
演
目
を
桂
九
雀
氏

に
演
じ
て
い
た
だ
き
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

解
説
を
加
え
た
。

３
）
分
布
調
査
の
参
加
呼
び
か
け

畑
地
な
ど
の
私
有
地
へ
も
立
ち
入
る
必

要
が
あ
る
分
布
調
査
で
は
、
地
域
住
民
の
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落
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方
々
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
。

調
査
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
に
、
地

域
の
回
覧
板
な
ど
を
通
じ
て
調
査
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
、
地
域
住
民
の
方
々
に

も
調
査
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

活
動
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
周

知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
栗
栖
地
区
の
遺
跡

に
つ
い
て
地
域
住
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
た
が
、
ま
だ
一
方
的
な

情
報
発
信
に
留
ま
っ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
方
々
と
と
も
に
取
り
組
む
活
動
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

４
．
課
題
と
今
後
の
展
望

栗
栖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題

と
し
て
は
、
地
域
を
対
象
と
し

た
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
学
校
で

の
活
動
が
継
続
的
に
実
施
で
き

て
い
る
一
方
で
、
地
域
へ
の
周

知
活
動
は
十
分
に
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。活

発
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
を
地
域
の
歴
史
を
学

ぶ
文
化
的
な
中
心
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
、
学
校
、
地
域
、

N
P
O
が
連
携
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
通
じ
て
、
学
校
の

存
在
は
、
地
域
で
の
文
化
遺
産

の
普
及
活
動
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
占
め
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

実
際
に
学
校
で
の
活
動
を
介
し
て
、
こ
の

数
年
間
で
地
域
住
民
の
方
々
と
の
繋
が
り

も
で
き
て
お
り
、
活
動
に
関
心
を
も
っ
て

下
さ
る
方
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
え
て

い
る
。
今
後
は
、
歴
史
教
育
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
く
中
で
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
へ
も
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
、

地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
文
化
遺
産
の
普

及
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
学
校
と
地
域
と
が
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
栗
栖
地
区
は
、
こ
の
よ
う
な
三
者

の
連
携
し
た
活
動
は
取
り
組
み
や
す
い
環

境
で
あ
り
、
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
地
域

に
お
け
る
文
化
遺
産
の
普
及
啓
発
の
一
つ

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
い
き
た
い
。

５
．
お
わ
り
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
23
年
度
に

栗
栖
小
学
校
在
職
で
あ
っ
た
中
野
金
弘
先

生
と
、
ニ
ワ
里
ね
っ
と
会
員
の
服
部
哲
也

氏
、
纐
纈
茂
氏
、
市
澤
泰
峰
氏
を
中
心
に

活
動
が
開
始
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
栗
栖
小
学
校
の
先
生
方
を
は
じ

め
、
栗
栖
地
区
の
皆
様
、
講
師
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

の
水
野
裕
之
氏
、
尾
西
市
歴
史
民
俗
資
料

館
の
久
保
禎
子
氏
、
ニ
ワ
里
ね
っ
と
会
員

の
名
和
奈
美
氏
と
い
っ
た
多
く
の
方
々
ご

支
援
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
皆
様
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
に

も
更
な
る
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
頂
け
る
と

幸
い
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
の
執
筆
に
お
い

て
は
、
瀬
戸
市
文
化
振
興
財
団
の
青
木
修

氏
に
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
3
月
11

日
午
後
2
時
46
分
地
震
発
生
。

宮
城
県
石
巻
市
大
川
小
学
校
。
生
徒
・

先
生
と
も
に
校
庭
へ
退
避
。

「
下
級
生
に
は
、
吐
い
て
い
る
子
も
い

て
。
先
生
た
ち
は
た
ま
っ
て『
ど
う
す
る
、

ど
う
す
る
』
っ
て
な
っ
て
て
」。（
生
還
児

童
の
証
言
）

児
童
た
ち
を
校
庭
に
座
ら
せ
た
ま
ま
、

時
間
は
過
ぎ
て
い
く
。

「
早
く
山
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
先
生
、
何
や
っ
て
る
の
か

な
。
先
生
が
言
わ
な
き
ゃ
、
移
動
で
き
な

い
し
な
」。（
生
還
児
童
の
証
言
）

午
後
3
時
37
分
津
波
到
達
。

当
時
学
校
に
い
た
児
童
76
人
と
教
職
員

11
人
の
う
ち
、
児
童
72
人
・
教
職
員
10
人

が
死
亡
・
行
方
不
明
。

被
災
し
た
校
舎
、
待
機
し
た
校
庭
、
安

全
地
帯
で
あ
る
裏
山
。
被
災
し
た
当
時
の

風
景
は
、今
は
ま
だ
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
。

 

「
千
年
に
一
度
の
大
災
害
」、
東
日
本

大
震
災
後
に
よ
く
聞
い
た
言
葉
で
す
。
私

も
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

三
陸
へ
行
っ
て
知
り
ま
し
た
。
津
波
被

害
は
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
明
治
2
9
年
（
1
8
9
6

年
）
明
治
三
陸
地
震　

死
者
行
方
不
明
者

2
1
，
9
5
9
人

昭
和
8
年
（
1
9
3
3
年
）
昭
和
三
陸

地
震　
死
者
行
方
不
明
者
3
，
0
6
4
人
。

昭
和
35
年
（
1
9
6
0
年
）
チ
リ
地

震　

死
者
行
方
不
明
者
1
4
2
人
。

昭
和
43
年
（
1
9
6
8
年
）
十
勝
沖

地
震
（
三
陸
沖
北
部
地
震
）　

死
者
52
人
。

平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）　

死
者
行
方
不
明
者
1
8
，
4
7
5
人

実
に
死
者
の
出
た
津
波
被
害
は
明
治
以

降
に
限
っ
て
も
5
度
も
あ
る
の
で
す
。
と

く
に
昭
和
・
明
治
の
両
三
陸
地
震
の
被
害

は
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
注
意
を

喚
起
す
る
「
津
波
記
念
碑
」
が
随
所
に
建

て
ら
れ
、
ど
の
碑
文
に
も
「
地
震
の
あ
と

は
高
台
に
逃
げ
ろ
！
」「
低
い
土
地
に
家

を
建
て
る
な
！
」
な
ど
の
文
言
が
当
時
の

被
害
状
況
と
と
も
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。
悲

劇
を
忘
れ
ず
次
代
へ
伝
え
る
こ
と
を
津
波

碑
に
託
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
は
、
高
台

移
転
が
敢
行
さ
れ
た
村
も
い
く
つ
も
あ
り

ま
し
た
。
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
決
意
は
ど

の
時
代
の
被
災
直
後
に
も
あ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
津
波
碑
は
い
つ
か
過
去
の
文

化
財
と
な
り
、
碑
文
の
内
容
も
現
在
の
生

活
と
は
か
け
離
れ
た
「
昔
話
」
と
し
て
多

く
の
人
び
と
か
ら
は
忘
れ
去
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
高
台
へ
移
転
し
た
人
々

も
、
生
業
で
あ
る
漁
業
に
不
便
な
こ
と
も

あ
り
、
月
日
が
経
つ
と
と
も
に
次
々
に
便

利
な
海
辺
へ
戻
り
ま
し
た
。
そ
し
て
再
び

津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
も
昭
和
も

平
成
も
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

過
去
を
繰
り
返
す
。
こ
れ
は
人
間
の
性

（
さ
が
）
な
の
で
し
ょ
う
か
？
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
現
在
、

平
成
の
津
波
記
念
碑
が
い
く
つ
も
建
て
ら

れ
、
再
び
高
台
移
転
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
過
去
を
繰
り
返
さ
な
い
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
「
悲

劇
を
忘
れ
ず
次
代
へ
伝
え
る
」
こ
と
は
、

1 

8
，
0
0
0
人
以
上
の
人
生
が
一
瞬

に
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
多
く
の
人
び
と
が
非
業
の
最
後
を
と
げ

た
舞
台
や
場
所
を
残
そ
う
と
す
る
試
み
が

震
災
遺
構
の
保
存
で
す
。
明
治
・
昭
和
三

陸
地
震
後
に
残
さ
れ
た
震
災
遺
構
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
三
陸
で
は
初
め
て
の
試
み

で
も
あ
り
ま
す
。

大
川
小
学
校
も
震
災
遺
構
と
し
て
保
存

が
検
討
さ
れ
て
い
る
（
決
定
は
し
て
い
ま

せ
ん
）
一
つ
で
す
が
、
大
川
小
学
校
の
場

合
は
奇
跡
的
に
生
還
し
た
生
徒
・
先
生
の

証
言
か
ら
、
そ
の
悲
劇
に
至
る
物
語
の
一

端
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
冒
頭
の

シ
ー
ン
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
悲
劇
の
物

震
災
遺
構
を
残
す
と
い
う
こ
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

服
部 

哲
也

コ
ラ
ム



◀　震災遺構候補のひとつ、南三陸町の防災対策庁舎

　　（最期まで防災無線で避難を呼びかけ続けて犠牲に

　　なった女性職員の物語ある庁舎です。）

▲　石巻市大川小学校の校舎と校庭。
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語
を
知
っ
て
現
地
に
立
っ
た
と
き
、
言
い

知
れ
な
い
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
悲
し
み

に
圧
倒
さ
れ
る
の
で
す
。

地
震
発
生
時
、
校
舎
か
ら
逃
れ
、
校
庭

に
待
機
す
る
児
童
。
そ
の
中
議
論
す
る
先

生
達
。「
山
へ
逃
げ
よ
う
」
と
い
っ
た
生

徒
。
そ
し
て
予
想
に
反
し
た
方
向
か
ら
襲

い
来
る
津
波
︙
そ
れ
ら
の
シ
ー
ン
が
現
実

に
見
え
て
い
る
被
災
校
舎
や
そ
の
風
景
と

と
も
に
頭
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て

一
気
に
胸
に
迫
り
来
る
の
で
す
。
遺
跡
で

立
ち
す
く
む
と
い
う
経
験
、
涙
す
る
と
い

う
経
験
を
私
は
初
め
て
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
遺
跡
や
文
化
遺
産
は
こ
ん
な
に
も
人

の
心
を
動
か
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も

実
感
し
ま
し
た
。

赤
の
他
人
の
私
が
こ
れ
ほ
ど
の
衝
撃
を

受
け
る
場
、
大
川
小
学
校
。「
早
く
壊
し

て
更
地
に
し
て
く
れ
！
」
と
い
う
遺
族
の

方
々
の
心
情
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
被
災
し
た
校
舎
や
校
庭
を

震
災
遺
構
と
し
て
残
し
、
さ
ら
に
学
校
を

と
り
ま
く
安
全
地
帯
の
裏
山
や
津
波
を
運

ん
だ
北
上
川
を
も
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
未

来
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
早
く

山
に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
呟
い
た
児
童
の
言
葉
も
ま
た
未
来

へ
生
き
続
け
る
と
思
う
の
で
す
。

大
川
小
学
校
は
「
震
災
遺
構
」
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
「
世
界
遺
産
」
に
ふ
さ
わ

し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
大
川
小
学
校
を

は
じ
め
と
す
る
被
災
建
物
の
い
く
つ
か

が
、震
災
遺
構
と
し
て
な
ん
と
か
残
り「
悲

劇
を
忘
れ
ず
次
代
へ
伝
え
る
」
核
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

   



◀　

写
真
１
「
65
の
森
」
景
観
（
北
西
か
ら
）

26研究紀要「邇波」第２号

本
稿
で
は
、『
青
塚
昆
虫
観
察
日
記
』

と
題
し
、
あ
る
夏
の
1
日
に
青
塚
古
墳
史

跡
公
園
内
で
行
っ
た
昆
虫(

主
に
甲
虫)

観
察
の
結
果
、
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た

昆
虫
群
を
紹
介
す
る
。
学
術
的
な
昆
虫
採

取
方
法
を
取
っ
て
お
ら
ず
、不
十
分
な『
観

察
日
記
』
で
は
あ
る
が
、
付
近
の
環
境
変

化
と
共
に
刻
一
刻
と
変
わ
る
青
塚
周
辺
の
昆

虫
の
記
録
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1.　

犬
山
市
の
昆
虫
相
に
つ
い
て

犬
山
市
に
生
息
す
る
昆
虫
の
種
群
に
つ

い
て
は
、
昭
和
57(

1
9
8
2 )

年
刊
行

の
犬
山
市
史
自
然
編
に
お
け
る
大
竹
ら
の

報
告
や
、
昭
和
58(

1
9
8
3 )

年
刊
行

の
桑
名
に
よ
る
「
犬
山
市
の
昆
虫
」
の
報

告
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
犬
山

市
で
は
1.
5
4
8
種
の
昆
虫
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
犬
山
の
地
形

に
呼
応
し
て
多
種
多
様
な
昆
虫
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に

近
現
代
に
急
速
に
進
め
ら
れ
た
開
発
の
対

象
か
ら
逃
れ
、
現
在
も
自
然
が
豊
か
に
保

全
さ
れ
て
い
る
市
南
域
の
八
曽
山
周
辺
の

低
山
地
帯
や
市
北
端
周
辺
の
栗
栖
地
区
な

ど
で
は
、
昭
和
以
前
か
ら
累
々
と
こ
の
地

に
住
み
続
け
て
い
た
生
物
群
が
今
も
生
育

し
て
お
り
、
犬
山
の
貴
重
な
自
然
保
全
区

と
な
っ
て
い
る
。

2.　
青
塚
古
墳
の
「
65
の
森
」

青
塚
古
墳
史
跡
公
園
内
の
敷
地
面
積
約

20
㎢
の
多
く
は
、
人
工
芝
が
植
え
ら
れ
た

広
場
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
公
園
周
辺
に

は
、
主
に
水
田
や
畠
な
ど
緑
豊
か
な
人
里

環
境
が
広
が
っ
て
い
る
。
公
園
南
東
部
に

は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
横
か
ら
北
東
の

方
向
に
65 (

ろ
く
ご
う)

の
森
が
長
さ
約

1
2
0
m
、
幅
約
10 

m
の
規
模
で
展
開

し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
昆
虫

が
生
息
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
る(

写
真

1)

。

公
園
内
の
樹
木
に
関
し
て
み

る
と
、
公
園
北
部
か
ら
西
部
に

か
け
て
の
高
中
木
に
つ
い
て

は
、
1
9
9
6(

平
成
8)

年
～

1
9
9
9(

平
成
11 )

年
に
か
け

て
行
わ
れ
た
史
跡
整
備
の
際
に

植
栽
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
65
の
森
に
関

し
て
い
う
と
、
一
部
は
当
時
期
の

植
栽
で
あ
る
が
、
整
備
前
に
撮
影

さ
れ
た
航
空
写
真
の
状
況
か
ら

観
察
す
る
と
、
大
多
数
の
樹
木
は

整
備
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
65
の

森
は
、
公
園
の
日
常
管
理
に
伴
っ

て
刈
り
取
ら
れ
た
草
本
類
の
「
捨

て
場
」
と
な
っ
て
お
り
、
腐
食

が
進
ん
だ
草
木
は
優
良
な
腐
葉

土
と
な
り
、
カ
ブ
ト
ム
シ
等
の

幼
虫
に
と
っ
て
良
好
な
生
息
場

所
と
な
っ
て
い
る
。

3.　

青
塚
古
墳
の
昆
虫
日
記

昆
虫
観
察
を
行
っ
た
の
は
、
平
成
26

年
7
月
30
日
午
前
で
あ
る
。
65
の
森
内

に
て
、
主
に
樹
木
上
に
認
め
ら
れ
る
昆

虫
の
目
視
に
よ
る
観
察
を
行
い
、
見
つ

か
っ
た
昆
虫
の
種
類
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
っ
た
。（
写
真
2
、
写
真
３
）
観

察
の
結
果
、
6
目
に
わ
た
り
2
科
9
種

の
昆
虫
が
見
つ
か
っ
た(

表
1)

。
以

下
、
見
つ
か
っ
た
昆
虫
の
う
ち
、
主
要

な
も
の
に
つ
い
て
各
目
ご
と
に
記
す
。

1
．
鞘
翅
目(

甲
虫
目)

あ
る
日
の
青
塚
昆
虫
観
察
日
記

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

奥
野
絵
美
・
兼
松
泰
弘

邇
波
里
昆
虫
研
究
ノ
ー
ト
そ
の
②



▶　

写
真
２　

見
つ
か
っ
た
昆
虫
た
ち
（
１
）

▶　

写
真
３　

見
つ
か
っ
た
昆
虫
た
ち
（
２
）
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見
つ
か
っ
た
甲
虫
類
の
う
ち
、
主
に
認

め
ら
れ
た
の
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
食
植
性

昆
虫
で
あ
っ
た(

写
真
2
・
3)

。
観
察

に
よ
る
「
印
象
」
に
す
ぎ
な
い
が
、
ア
オ

ド
ウ
ガ
ネ
が
突
出
し
て
多
く
、
次
に
カ
ナ

ブ
ン
、
続
い
て
ハ
ナ
ム
グ
リ
が
多
い
。
近

年
、
か
つ
て
は
多
く
見
ら
れ
た
ヒ
メ
コ
ガ

ネ
や
ド
ウ
ガ
ネ
ブ
イ
ブ
イ
な
ど
の
食
葉

性
の
コ
ガ
ネ
ム
シ
科(

森
2
0
1
0)
に

代
わ
っ
て
、
ア
オ
ド
ウ
ガ
ネ
が
数
を
増

し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

三

木
2
0
1
3)

が
、
犬
山
市
に
お
い
て

も
、
1
9
8
2(

昭
和
57 )

年
の
『
犬
山

市
史　

自
然
編
』
で
は
、
ヒ
メ
コ
ガ
ネ

が
、
市
内
の
栗
栖
や
今
井
・
官
林
や
八
曽

な
ど
多
く
の
地
区
で
見
つ
か
っ
て
い
る
一

方
、
当
時
の
調
査
で
は
ア
オ
ド
ウ
ガ
ネ
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
犬
山
で
も
同
様
の
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
可
能
性
も
伺
え
る
。
ま
た
、

他
の
甲
虫
類
に
つ
い
て
は
、
カ
ブ
ト
ム

シ
、
コ
ク
ク
ワ
ガ
タ
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ

タ
、
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
が
認
め
ら
れ
た
。

２
．
ト
ン
ボ
目

ト
ン
ボ
類
に
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
犬

山
で
よ
く
見
ら
れ
る
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

と
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
が
認
め
ら
れ
た
。
史

跡
公
園
周
辺
に
は
、
公
園
北
西
部
に
通

称
「
ガ
マ
ガ
マ
の
池
」
と
呼
ば
れ
る
修
繕

池(

写
真
4)

、
公
園
西
側
に
は
新
木
津

用
水
、
北
側
に
は
巾
下
川
が
走
っ
て
い
る

な
ど
付
近
に
水
場
が
多
く
ト
ン
ボ
の
仲
間

に
と
っ
て
恵
ま
れ
た
生
息
場
所
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
修
繕
池
は
、
公
園
整
備
時
に

湧
き
水
が
集
ま
る
水
の
溜
ま
り
場
を
利

用
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
池

内
に
多
く
の
ガ
マ
が
植
生
さ
れ
て
い
る
。

３
．
半
翅
目

観
察
時
期
が
夏
季
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
セ
ミ
科
の
昆
虫
が
多
く
見
ら
れ
た
。

平
野
部
を
生
息
域
と
す
る
ク
マ
ゼ
ミ
が
最

も
多
く
、
続
い
て
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
抜
け
殻
の
み
の
確
認
で
あ
る

が
、
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
も
確
認
で
き
た
。

４
．
そ
の
他
昆
虫
類

そ
の
他
、
公
園
内
の
地
上
部
に
は
ア
ミ

メ
ア
リ
を
中
心
と
し
た
ア
リ
の
仲
間
、
樹

木
や
草
花
の
周
辺
に
は
ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ

ウ
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
、
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
な

ど
の
チ
ョ
ウ
類
、
ま
た
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

エ
の
仲
間
や
ア
ブ
の
仲
間
が
確
認
で
き
た
。

4.　

ま
と
め

青
塚
古
墳
周
辺
で
、
ア
オ
ド
ウ
ガ
ネ
な

ど
人
里
周
辺
に
生
息
す
る
昆
虫
を
観
察
で

き
た
。
現
在
で
も
、
古
墳
周
辺
は
犬
山
市

域
の
中
で
は
以
前
と
し
て
自
然
が
豊
か
な

場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
史
跡
公
園
整
備

以
前
は
、
古
墳
北
部
を
流
れ
る
巾
下
川
で

ウ
ナ
ギ
な
ど
の
多
く
の
水
生
生
物
が
生
息

し
て
い
た
と
い
う
地
域
住
民
の
証
言
か
ら

考
え
る
と
、
刻
一
刻
と
そ
の
生
態
系
は

変
化
を
遂
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今

後
、「
文
化
遺
産
」
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
豊
か
な
「
自
然
遺
産
」
を
守
る
場
所

と
し
て
も
、
青
塚
古
墳
史
跡
公
園
周
辺
で

詳
細
な
調
査
お
よ
び
自
然
保
護
活
動
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
本

年
度
は
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
ガ
マ
ガ

マ
の
池
内
で
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
今
後
、
多
く
の
方
に
活

動
の
ご
協
力
を
頂
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。



▼　表１ 青塚古墳史跡公園内「65 の森」で観察できた昆虫群（H26.7.32）

▶　

写
真
４
「
ガ
マ
ガ
マ
の
池
」
景
観
（
東
か
ら
）
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